
［日本の廃道とは］

「日本の廃道」とは……を説明するのが面倒なのでORJ BEST！を公開していま

す。どうにかご一読ください。というか公式ページ見てね。

［特徴］

pdf形式の同人誌。pdfの機能を（無駄に）

活用した作りになっています。なのでプ

リントアウトには向きません。

毎月１回、15日に発行しています。有料

です。気に入ったらぜひ 読者登録 して

ご購読ください。

あ、この「歩き方」はいつもはつきませ

ん。ORJ BEST！収録記事だけについて

います。

【「日本の廃道」ノ歩キ方】
〜初めての方はご一読ください〜

http://www.the-orj.org/aboutORJ.html
https://ss1.coressl.jp/www.the-orj.org/resist/resist_1st.php


●画像の拡大

画像をクリックすれば拡大表示し、もう一度クリックすると元に戻ります。

第17号（2007年10月発行号）以前の記事では、写真クリックで拡大→「BACK」

あるいは「戻る」などのボタンで縮小を行なうものがあります。
CLICK!



●ポップアップ・補助線表示

画像に「 」や「 」のアイコンがついたものは、マウスをあわせると別

画像がポップアップします。「 」は補足情報が吹き出されます。吹き出され

るって何だ。クリックでポップアップするものもあります。
MOUSE ON!



●リンク

本文中の破線囲みはリンクです。色によってリンクの種類が違います。

青：pdf内部の移動リンク　水色：webサイトへのリンク

ピンク：「日本の廃道」バックナンバーへのリンク※

赤：web上のpdfへのリンク　緑：その他（画像ポップアップなど）

※すでに該当号をお持ちであることと、ファイルが次のような位置関係に置か

れていることを前提としています。BEST！版は“ORJ_0001”というフォルダ

を作って他と同じ階層に置いて下さい。

［例］

├ORJ_0001 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・フォルダ（自分で作る必要があります）
│　├yokki_tokunou_sinoume_b.pdf
│　├tuka_oushuu_b.pdf
│　├higasikumano_01_b.pdf
│　　：
│　　
├ORJ_0801 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・フォルダ（自分で作る必要があります）
│　├ORJ_0801.pdf
│　├top_0801.pdf
│　├whatsnew_0801.pdf
│　　：
│　
├ORJ_0802 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・フォルダ（自分で作る必要があります）
│　├ORJ_0802.pdf
│　├top_0802.pdf
│　├whatsnew_0802.pdf
│　　：



●ふせん、添付ファイル

pdfの機能・「ふせん」で補足情報がついていることがあります。クリックする

と展開され読むことができます。

ピンの形をしたふせんアイコンはファイルが添付されています。ダブルクリッ

クで対応アプリケーションが開き、内容を表示します（右クリックで保存する

こともできます。添付内容に不安のある方は別名保存してご確認ください。大

したものはついてませんが）。
DOUBLE CLICK!
添付ファイルあり↑



●しおりとサムネール

デフォルトでは画面の左端に「サムネール」が表示されます。クリックすればそ

のページが表示されます。「しおり」に切り替えればテキスト（見出し）で表示さ

せたいページを選ぶことができます。

※Adobe Readerのバージョンによって表示方法が変わります



他にどんな記事があるの？

公式ページに一覧があります。ＢＥＳＴ！版に興味をお持ち下さったはぜひご覧

下さい。そうでない方は無駄なpdfファイルをダウンロードしてしまったことを嘆

いてください。

「日本の廃道」誌の歩み

http://www.the-orj.org/history/history.html

各号の収録記事一覧と簡単な解説あり。

都道府県別記事一覧

http://www.the-orj.org/history/history_p.php

県別に記事を表示します。エリアでお探しの方はこちら。

「カテゴリ一覧」

http://www.the-orj.org/resist/kiji_order_1st.php

ネタ別で記事をお探しいただけます。ここからCD-R購入することもできます。

http://www.the-orj.org/history/history.html
http://www.the-orj.org/history/history_p.php
http://www.the-orj.org/resist/kiji_order_1st.php


［制作コンセプト］

15インチサイズのディスプレイ（1024×768ドット）で読むことを前提とし、本

文は拡大・縮小せずに読める大きさで製作しています。ディスプレイが小さくて

お困りの方は買い替え「全画面表示」をお試し下さい。

画像は拡大して隅々まで見られるような大きさで貼っつけてます。またフォン

トは基本的に埋め込みです。なので一般的なpdfに比べて非常に大きなものとな

っています。ご了承ください。

［pdfビューアついて］

動作確認はAdobe社のAcrobat（Acrobat Reader）にて行なっています。その他

のビューアでは予期しない動作をする場合があります。編集部までご連絡いた

だけば、できる限り対応をします。

Acrobatのバージョンは4.0以上（PDF 1.3準拠以上のビューア）でご覧いただけ

ます。Acrobat Reader の古いバージョンは以下で入手できます。

http://www.adobe.co.jp/products/acrobat/alternate.html

http://www.adobe.co.jp/products/acrobat/alternate.html


３種類の購入方法があります

歴史的な経緯から（何、３種類の購入方法があります。まずは「お試し購入」

か「CD-R購入」で有料号をお求めいただき、気に入ったら「アカウント方式」

で継続購読されるとよいでしょう。

購読料のお支払いには次の手段が使えます

・クレジットカード払い（手数料3.4%＋α）

・ゆうちょ銀行口座（手数料無料～）

・ゆうちょ振替口座（手数料90円～）

・eバンク口座（手数料無料～）（※2010年2月より有料になります！）

それ以外も受け付けます

ご希望の号と代金（あるいは代金に相当する何か）を編集部に送りつけてくだ

さい。何とかします。

【「日本の廃道」ノ買イ方】
〜初めての方はご一読ください〜



アカウント方式

「日本の廃道」読者登録をして、前金で購読料を入金していただく方式です。まと

めてご送金いただくことで振込み手数料を節約することができます。また、修正

情報をメールで取得したり購読記録を残したり、購読料から差引してアイテムを

購入することも。

詳細は下記「読者登録をする」をクリック！

読者登録する

購読料を入金する／連絡する

連絡をまつ

ダウンロード

2

2

2



CD-R購入方式

読者登録が面倒な方、前金入金が不安な方はCD-R購入をお試しください。ご希望

号をCD-Rに焼いてお送りします（送料実費）。

「CD-R購入」ページで記事を選ぶ

CD-Rが届くのを待つ

代金を支払う

2

2



お試し購入方式

とりあえず試しに１部購入してみようという方向け。クレジットカードによる決

裁でその場でダウンロードできます。そのかわり毎回手数料が掛かり、割高にな

ります。（例：400円の号を購入→455円のお支払い）

お試し購入はダウンロードページの「 」アイコンをクリック。

ダウンロードページの「 」をクリック

PayPalで必要事項を入力

ダウンロード

2

2
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は
じ
め
に

す
べ
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は
昨
年
暮
れ
の
鳴
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山
林
鉄
探
索
か
ら
始
ま

た

奈
良
県
吉
野
郡
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あ
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林
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跡
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索
す
る
計
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そ
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下
準
備
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た
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れ
こ
れ
調
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て
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う
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に
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て
こ
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地
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倉
庄
三
郎
と
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う
偉
人
が
い
た
こ
と
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た樹
喜
王

と
は
彼
に
奉
ら
れ
た
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あ
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明
治
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垣
退
助

品
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遊
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あ
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類
い
で
構
わ
な
け
れ
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松
方
正
義

伊
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博
文
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上
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幾
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上
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上
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事
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ど
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わ
り
の
ご
と
に
庄
三
郎
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と
さ
れ
る

自
由
民
権
運
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の
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や
か
な
り
し
頃
に
は

自
由
党
の
台
所
は
吉
野
に
あ
り

と
揶
揄
さ
れ
た
ほ
ど
強
力
な
支
援
を
し
た

ま
た
先
進
的
な
教
育
事
業

例
え
ば

同
志
社
大
学

日
本
女
子
大
学
の
設
立
に
も
力
を
注
ぎ

大
金
を
投
げ
打

た

ま
た
自
ら
も
村
に
各
種
教
育
機
関
を
設
け
て
魁

さ
き
が
け

と
な

た

こ
の
時
代
に
揃
い
の

制
服
を
作

た
挙
げ
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無
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で
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供
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に
与
え
た
小
学
校
は

ま
ず
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無
と
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て
い
い
だ
ろ
う
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蚕
事
業
の
支
援
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道
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の
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大
台
嵂
原
大
杉

谷
の
開
発
等
々
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の
事
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を
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ち
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ち
数
え
上
げ
て
い
て
は
き
り
が
な
い

そ

う
し
て
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の
大
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捨
無
償
の
資
金
提
供
だ

た

先
代
か
ら
引
継
い
だ

三
井
十
一
家
に
比
肩
す
る
と
い
わ
れ
た
ほ
ど
の
財
産
は

彼
が
他
界
し
た
時

い

く
ば
く
も
残

て
い
な
か

た
と
い
う

東熊野街道Ｏｄｙｓｓｅｙ　−　樹喜王のことども東熊野街道Ｏｄｙｓｓｅｙ　−　樹喜王のことども

樹喜王のことども.qxp  09.5.14 0:23 PM  ページ 2

http://www.google.co.jp/search?hl=ja&q=%E6%9D%BF%E5%9E%A3%E9%80%80%E5%8A%A9&btnG=Google+%E6%A4%9C%E7%B4%A2&lr=&aq=0&oq=+%E6%9D%BF%E5%9E%A3
http://www.google.co.jp/search?hl=ja&safe=off&q=%E5%93%81%E5%B7%9D%E5%BC%A5%E4%BA%8C%E9%83%8E&btnG=%E6%A4%9C%E7%B4%A2&lr=
http://www.google.co.jp/search?hl=ja&safe=off&q=%E5%A4%A7%E9%9A%88%E9%87%8D%E4%BF%A1&btnG=%E6%A4%9C%E7%B4%A2&lr=
http://www.google.co.jp/search?hl=ja&safe=off&q=%E5%B1%B1%E7%9C%8C%E6%9C%89%E6%9C%8B&btnG=%E6%A4%9C%E7%B4%A2&lr=
http://www.google.co.jp/search?hl=ja&safe=off&q=%E6%9D%BE%E6%96%B9%E6%AD%A3%E7%BE%A9&btnG=%E6%A4%9C%E7%B4%A2&lr=
http://www.google.co.jp/search?hl=ja&safe=off&q=%E4%BC%8A%E8%97%A4%E5%8D%9A%E6%96%87&btnG=%E6%A4%9C%E7%B4%A2&lr=
http://www.google.co.jp/search?hl=ja&safe=off&q=%E4%BA%95%E4%B8%8A%E9%A6%A8&btnG=%E6%A4%9C%E7%B4%A2&lr=
http://www.google.co.jp/search?hl=ja&safe=off&q=%E8%87%AA%E7%94%B1%E6%B0%91%E6%A8%A9%E9%81%8B%E5%8B%95&btnG=%E6%A4%9C%E7%B4%A2&lr=
http://www.google.co.jp/search?hl=ja&safe=off&q=%E5%90%8C%E5%BF%97%E7%A4%BE%E5%A4%A7%E5%AD%A6&btnG=%E6%A4%9C%E7%B4%A2&lr=
http://www.google.co.jp/search?hl=ja&safe=off&q=%E6%97%A5%E6%9C%AC%E5%A5%B3%E5%AD%90%E5%A4%A7%E5%AD%A6&btnG=%E6%A4%9C%E7%B4%A2&lr=
http://www.google.co.jp/search?hl=ja&safe=off&q=%E5%A4%A7%E5%8F%B0%E3%83%B6%E5%8E%9F&btnG=%E6%A4%9C%E7%B4%A2&lr=
http://www.google.co.jp/search?hl=ja&safe=off&q=%E5%A4%A7%E6%9D%89%E8%B0%B7&btnG=%E6%A4%9C%E7%B4%A2&lr=
http://www.google.co.jp/search?hl=ja&safe=off&q=%E4%B8%89%E4%BA%95%E5%AE%B6%E3%80%80%E4%B8%89%E4%BA%95%E8%B2%A1%E9%96%A5&btnG=%E6%A4%9C%E7%B4%A2&lr=
http://www.google.co.jp/search?hl=ja&safe=off&q=%E5%A4%A7%E6%9D%89%E8%B0%B7&btnG=%E6%A4%9C%E7%B4%A2&lr=


本
業
は
林
業
家
で
あ
る

い
わ
ゆ
る
吉
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野
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は
彼
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彼
を
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上
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彼
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て
林
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を
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全
国
各
地
を
回

て
林

業
を
説
き

林
業
政
策
へ
の
意
見
書
を
認
め

そ
う
し
て
何
ら
の
官
位
を
得
る
こ

と
も
な
く
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で
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う
林
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庁
長
官
に
相
当
す
る
山
林
局
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の
椅
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を
勧
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も

頑
な
に
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て
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を
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な
か
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村
を
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し

森
を
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に
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ま
れ
て
没
し
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史
小
説
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に
は
ひ
ど
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評
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悪
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山
県
有
朋
だ
が

彼
が
贈

た

樹
喜

王

と
い
う
言
葉
だ
け
は

ま
こ
と
に
的
を
射
た
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
い

こ
の
稿

東
熊
野
街
道
オ
デ
兊
セ
イ

の
主
旨
は

彼
が
壮
年
時
代
に
携
わ

た
２
つ
の
道
の
こ
と
を
書
く
こ
と
に
あ
る
の
だ
が

そ
れ
だ
け
で
終
わ
ら
せ
る
に

は
惜
し
い
魅
力
が
彼
に
は
あ
る

彼
の
こ
と
を
書
か
な
け
れ
ば
２
つ
の
道
の
こ
と

を
語
り
尽
く
せ
な
い
と
思
う

ゆ
え
に
少
々
脱
線
を
し
て

彼
の
こ
と
か
ら
書
き

始
め
る
こ
と
に
し
た

幸
い
な
こ
と
に
彼
に
つ
い
て
の
伝
記
が
｜
｜
｜
そ
れ
も
と

び
き
り
出
来
の
い
い
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記
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あ
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倉
庄
三
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と
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倉
家
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裔
の
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倉
祥
子

本
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は
祥

庄
三
郎
の
姪
孫
の
妻
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も
の
だ

土
倉
庄
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と
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触
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絶
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け
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い
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よ
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本
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書

く
に
あ
た
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ま
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野
街
道
を
探
索
す
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た
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に

さ
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て
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た
だ
い
た
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の
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あ
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マ

ジ
奛

敬

意

と
思

て
い
た
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け
れ
ば
と
思
う
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吉
野
郡
川
上
村

吉
野
郡
川
上
村
は
奈
良
県
南
西
部
に
位
置
す
る
村
で
あ
る

東
は
三
重
県
に
接

し

山
を
あ
と
２
つ
も
越
え
れ
ば
海
と
い
う
場
所
だ
が

そ
の
よ
う
な
イ
メ

ジ

を
現
地
で
味
わ
う
こ
と
は
で
き
な
い

全
く
も

て
山
に
閉
ざ
さ
れ
た
地
で
あ
る

奈
良
盆
地
に
匹
敵
す
る
広
さ
が
あ
り
な
が
ら

人
口
は
２
０
０
０
人
に
も
満
た

な
い

い
わ
ゆ
る
過
疎
地

明
治
22
年
に
周
辺
15
カ
村
が
合
併
し
て
で
き
た
時
か

ら
こ
の
か
た
５
ケ
タ
に
達
し
た
こ
と
は
な
い

と
調
べ
も
せ
ず
に
書
い
て
み
た
が

や
は
り
最
盛
期
で
も
８
０
０
０
人
程
度
し
か
い
な
か

た
よ
う
だ

ど
う
好
意
的

に
見
積
も

て
も
そ
れ
く
ら
い
し
か
人
が
住
み
得
る
面
積
が

・

・

・

・

・

・

・

・

・

な
い

・

・

の
で
あ
る

村
内
を
紀
ノ
川
源
流
の
一
つ
で
あ
る
吉
野
川
が
流
れ
て
い
る

大
台
嵂
原

伯

母
嵂
峰

大
普
賢
岳
と
い

た
深
山
に
源
を
も
つ
そ
の
川
が

谷
を
深
々
と
刻
み

な
お
か
つ
激
し
く
蛇
行
し
て

人
が
住
み
良
い
平
地
を
一
切
削
り
取

て
し
ま

て
い
る

人
々
は
山
腹
の
わ
ず
か
な
緩
傾
斜
か

削
り
残
さ
れ
た
河
岸
の
猫
の
額
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ほ
ど
の
平
場
に

身
を
寄
せ
合

て
暮
ら
し
て
き
た

山
奥
だ
と
か
辺
境
の
地
だ

と
か
と
言
え
ば
言
え
る
の
だ
ろ
う
が

そ
れ
だ
け
で
は
足
り
な
い

鬼
気
迫
る
暮

ら
し
の
あ
る
地
で
あ
る

南
北
朝
時
代

南
帝
の
流
れ
を
汲
む
皇
子
が
神
璽

し
ん
じ

を
携

え
て
こ
の
地
に
潜
ん
だ
と
い
う
が

そ
れ
も
人
の
住
ま
う
こ
と
の
で
き
る
最
極
限

の
地
で
あ

た
か
ら
だ
ろ
う

と
は
い
え

そ
の
厳
し
い
自
然
の
お
陰
で
人
々
は
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
た

村

域
の
97
％
を
占
め
る
森
林
の
２
／
３

蓄
積
量

立
木
の
幹
部
分
の
体
積

す
な

わ
ち
用
材
と
し
て
役
立
つ
見
込
み
の
あ
る
量

で
い
え
ば
実
に
85
％
が
人
工
林
だ

と
い
う
ほ
ど
林
業
が
盛
ん
な
土

杉

と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ

地
が
川
上
村
で
あ
る

東熊野街道Ｏｄｙｓ東熊野街道Ｏｄｙｓ

川上村最奥の在所・伯母

る。これはダムに追いや

の場所にあった。中央が
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地
で
あ
る

材
木
に
詳
し
く
な
い
方
で
も

吉
野

と
が
あ
る
は
ず
だ

そ
の
吉
野
杉
の
中
心
的
な
産
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土
倉
家
と
土
倉
庄
三
郎

土
倉
庄
三
郎
は
天
保
11

１
８
４
０

年
４
月
10
日

川
上
郷
大
滝
村

今
の

川
上
村
大
滝

に
生
ま
れ
た

幼
名
亟
之
助

16
才
の
時
に
庄
三
郎
に
改
め
た

父
は
三
代
目
庄
右
衛
門
と
い
う

土
倉
家
は
先
祖
代
々
の
林
業
家
で

村
一
番
の
資
産
家
で
あ

た

否

村
ど

こ
ろ
か
西
日
本
最
大
級
の
資
産
家
で
あ

た

父
庄
右
衛
門

そ
し
て
曾
祖
父
に

あ
た
る
初
代
庄
右
衛
門
が
と
く
に
林
業
経
営
の
手
腕
が
あ

て

庄
三
郎
が
家
業

を
継
い
だ
時
に
は
す
で
に
莫
大
な
資
産
が
あ

た
と
い
う

そ
の
莫
大
さ
加
減

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

は

私
の
想
像
を
は
る
か
に
越
え
て
い
て

う
ま
く
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
※
１

誕
生
か
ら
元
服
ま
で
ど
の
よ
う
な
幼
少
時
代
を
過
ご
し
た
か
は
よ
く
わ
か

て

い
な
い

評
伝

の
年
表
を
見
も

７
歳
の
時
に
人
知
の
上
村
勇
造
師
に
就
い

て
読
書
や
手
習

算
盤
を
学
び

14
の
時
に
大
淀
町
増
口
に
出
て
是
助
と
い
う
師

匠
に
諸
例
謡
曲
生
け
花
な
ど
を
習

た

と
あ
る
程
度
だ

い
ず
れ
に
し
て
も
大

地
主
の
子
供

し
か
も
長
男
と
し
て

厳
格
に
育
て
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う

16
才

の
頃
か
ら
父
に
就
い
て
家
業
を
学
び
始
め

す
ぐ
に
大
滝
村
総
代

材
木
方
総
代

吉
野
川
流
域
の
材
木
業
者
か
ら
な
る
組
織
の
総
代
表

と
い

た
渉
外
役
を
担

当
す
る
よ
う
に
な

た

彼
が
17
才
の
時

早
や
そ
の
才
覚
を
問
わ
れ
る
出
来
事
が
あ

た

材
木
方
総

代
は
木
材
の
取
引
税
で
あ
る
流
木
口
銭
を
徴
収
す
る
役
目
が
あ
り

相
当
な
特
権

が
あ
る
と
同
時
に
信
頼
さ
れ
る
人
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た

ま
た
当
時
の

材
木
取
引
の
大
手
筋
は
川
上
郷
で
あ

て

総
代
も
川
上
郷
の
者
が
つ
く
の
が
通

例
だ

た

し
か
し

川
上
郷
の
１
／
10
に
も
満
た
な
い
取
引
量
の
西
奥
郷
黒
渕
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の
宇
兵
衛
な
る
者
が

そ
の
座
を
乗

取
ろ
う
と
し
た
の
だ

材
木
方
総
代
の
任
命
は
五
條
の
代
官
所
が
行
な
う

宇
兵
衛
は
代
官
所
と
結
託

し

他
郷
の
反
対
を
押
し
切

て
総
代
の
座
を
自
分
に
内
定
さ
せ
て
し
ま

た

川
上
郷
の
人
々
は
も
ち
ろ
ん

他
郷
の
者
も
驚
い
て

内
命
を
撤
回
す
る
よ
う
何

度
も
上
申
を
し
た

筵
む
し
ろ

旗
に
竹
や
り
で
代
官
所
に
詰
め
寄

た
こ
と
も
あ

た

し
か
し
そ
れ
で
も

内
定
を
覆
す
こ
と
は
で
き
な
か

た

か
く
な
る
上
は
公
儀
に
直
訴
す
る
し
か
な
い

し
か
し
直
訴
と
も
な
れ
ば
数
人

の
首
が
飛
ぶ
こ
と
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
・
・

そ
ん
な
時

庄
三
郎
が
手
を
あ
げ
た

こ
の
問
題
を
私
に
一
任
し
て
ほ
し
い

と

ま
だ
幼
さ
の
残
る
17
才
の
若
者
で
あ
る

材
木
方
連
は
半
ば
諦
め

半
ば
投

げ
や
り
の
気
持
ち
で
事
を
託
し
た

庄
三
郎
は
一
人
の
助
手
を
使

て
代
官
所
に
外
交
工
作
し

同
時
に
単
身
代
官

に
面
会
し
て
事
の
次
第
を
述
べ
立
て
た

な
か
な
か
聞
き
入
れ
ら
れ
な
か

た
が

独
自
に
調
査
し
て
お
い
た
汚
職
の
事
実
を
突
き
付
け
て
追
究
し
た
｜
｜
｜

評
伝

は
そ
う
と
し
か
書
い
て
い
な
い
た
め

詳
し
い
こ
と
が
わ
か
ら
な
い

こ
こ
が
一

番
面
白
い
と
こ
ろ
な
の
に
！
｜
｜
｜
結
果

代
官
は
即
座
に
宇
兵
衛
の
内
命
を
取

り
消
し
た
と
い
う

こ
の
一
件
で
庄
三
郎
の
力
量
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

単
な

る
村
一
の
物
持
ち
の
息
子
で
は
な
く

村
の
中
心
人
物
と
し
て
の
地
位
を
築
き
始

め
る

●
　
　
　
●
　
　
　
●

明
治
元
年

庄
三
郎
29
才
の
時
に
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ

た

苛
税
撤
回

の
た
め
に
大
藩
・
紀
伊
藩
と
真

向
か
ら
戦

た
の
だ

元
来
吉
野
の
林
業
は
吉
野
川
の
筏
流
し
で
成
り
立

て
い
た

そ
の
吉
野
川
は

紀
和
国
境
を
過
ぎ
る
と
紀
ノ
川
と
名
前
を
変
え
る

そ
う
し
て
最
大
の
お
得
意
様
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で
あ
る
上
方

大
阪

へ
材
を
出
す
に
は

紀
ノ
川
を
下

て
河
口
の
木
材
市
場

ま
で
流
す
必
要
が
あ

た

紀
伊
藩
は
そ
の
川
流
し
に
口
銀

通
行
税

を
課
し
て
い
た

現
物
評
価
額
の

一
割
と
い
う
結
構
な
額
で
あ
る

吉
野
の
材
木
方
に
と

て
は

お
の
が
土
地
か

ら
流
れ
る
川
を
通
る
ん
に

な
ん
で
他
所
様
か
ら
通
行
税
を
取
ら
れ
に

な
ら
ん

の
じ

と
い
う
不
満
が
あ

た
こ
と
だ
ろ
う
※
２

実
際
そ
れ
が
大
変
な
重
税
と

な

て

吉
野
林
業
を
圧
迫
し
て
い
た

明
治
維
新
で
世
の
中
の
流
れ
が
変
わ

た
の
を
機
に

そ
の
重
税
撤
回
を
求
め

て
吉
野
材
木
方
が
蹶
起

け

き

主
導
者
は
も
ち
ろ
ん
庄
三
郎
で
あ
る

幾
多
の
請
願
を

経
て

政
府
側
の
了
承
を
取
り
付
け
た

し
か
し
通
行
税
が
大
き
な
財
源
と
な

て
い
た
紀
伊
藩
も
お
い
そ
れ
と
や
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

あ
れ
や
こ
れ
や
の

策
を
弄
し
て
口
銀
廃
止
の
延
期
を
計

た

庄
三
郎
は
そ
の
都
度
政
府
に
陳
情
を

繰
り
返
し

実
に
三
年
半
も
対
峙
し
続
け
た
の
だ

た

そ
の
運
動
費
用
だ
け
で

も
馬
鹿
に
な
ら
な
い
も
の
が
あ

た
が

庄
三
郎
は
た
だ
一
人
で
戦
い
続
け
た

結
局

明
治
四
年
に
民
部
省
の
実
地
検
分
が
入
り

太
政
官
よ
り
口
銀
全
廃
の
旨

達
せ
ら
れ
た
※
３

こ
こ
で
終
わ
ら
な
い
の
が
土
倉
庄
三
郎
の
真
の
才
覚
で
あ
る

庄
三
郎
は
吉
野

郷
材
木
方
の
連
中
に
こ
ん
な
提
案
を
し
た

こ
の
運
動
で
見
取
一
割
の
悪
税
は
撤
廃
さ
れ
た

し
か
し

こ
れ
で
甘
ん
じ
て

し
ま
わ
ず

従
前
の
半
額

五
分
だ
け
を
引
き
続
き
徴
収
す
る
こ
と
に
し
て

そ

れ
を
郡
の
開
産
金

殖
産
金

に
充
て
て
は
ど
う
だ
ろ
う

反
対
す
る
者
は
い
な
か

た

こ
う
し
て
徴
収
さ
れ
た
五
分
の
口
銀
は

１
／
３
は
小
学
校
費
に

１
／
３
は
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道
路
修
理
費
に

残
り
１
／
３
は
困
窮
民
の
救
済
に
充
て
る
こ
と
と
な

た

こ

の
開
産
金
は
明
治
初
期
の
吉
野
郡
の
近
代
化
に
大
い
に
役
立
つ
こ
と
に
な
る

国
中

く
ん
な
か

と
呼
ば
れ
た
大
和
盆
地
の
村
々
よ
り
も
は
る
か
に
立
地
条
件
の
悪
い
吉
野
郷

に
あ

て

国
中
よ
り
も
教
育
が
充
実
し

い
ち
早
く
陸
路
水
路
を
改
修
し
得
た

背
景
に
は
こ
れ
が
あ

た
の
だ
※
４

１
／
10
の
半
分

す
な
わ
ち
20
分
の
１
と
い

う
割
合
は

の
ち
に
庄
三
郎
が
提
唱
す
る

青
山
二
十
分
一
の
法

に
も
つ
な
が

て
い
く

※
１

江
戸
時
代
か
ら
苗
字
を
持
ち

し
か
も
土
倉

土
蔵

と
い
う
か
ら
に
は

最
初
は
金
貸
業
の
よ

が

そ
う
い
う
話
は

は
確
か
で
あ
る

な

使
う
こ
と
が
多
か

※
２

紀
州
藩
の
徴
収
名
目

与
え
る
お
そ
れ
が
あ

※
３

た
だ
し

和
歌
山
港

て
納
め
る

と
い
う

五
條
市
史

こ

※
４

奈
良
県
で
も
明
治
28

た
川
上
村
で
は
つ
い

を
徴
収
し
て
い
た

に
も
達
し
て
い
た
と

東熊野街道Ｏｄｙｓ東熊野街道Ｏｄｙｓ
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う
な
も
の
を
営
ん
で
い
た
の
で
は
な
か

た
か
と
思
う

聞
か
な
い

と
も
か
く
相
当
な
物
持
ち
で
あ

た
こ
と

お
庄
三
郎
自
身
は
土
に
点
の
つ
く

倉

の
文
字
を

た

何
か
の
意
味
が
あ
る
は
ず
な
の
だ
が
・
・
・

は

流
木
が
沿
岸
の
堤
防
を
破
壊
し

田
園
に
損
害
を

る
か
ら

と
い
う
も
の
だ

た
ら
し
い

の
材
木
市
場
を
使
う
の
に

筏
の
第
一
床
を
祝
儀
と
し

慣
習
が
あ
り

そ
れ
は
戦
後
に
な
る
ま
で
残

て
い
た

れ
も
ち

と
ど
う
か
と
思
わ
な
い
で
も
な
い

年
か
ら
開
産
金
名
目
の
税
を
徴
収
し
始
め
て
い
る

ま

近
年
ま
で
口
銀
の
流
れ
を
汲
ん
だ

川
上
村
特
別
税

特
別
税
に
よ
る
税
収
は

時
に
全
税
収
の
５
割

７
割

い
う
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土
倉
庄
三
郎
の
事
蹟

土
倉
庄
三
郎
と
い
う
人
が
面
白
い
の
は

こ
う
し
た

組
織
の
代
表

と
し
て

の
事
蹟
よ
り
も

庄
三
郎
個
人
に
よ
る
自
発
的
な
事
業
が
多
い
と
こ
ろ
に
あ
る

む
し
ろ
そ
の
ほ
う
が
気
宇
壮
大
で

桁
外
れ
で

彼
の
来
歴
を
な
ぞ
ろ
う
と
す
る

者
を
圧
倒
す
る

村
長
が
村
の
た
め
に
道
路
開
設
を
目
論
ん
だ
り

そ
の
た
め
に

自
腹
を
切

た
り
す
る
の
と
は
ま
た
違
う

強
烈
な
愛
郷
精
神
に
ド
リ
ブ
ン
さ
れ

た
自
発
行
動
が
多
い
の
で
あ
る

例
え
ば
こ
ん
な
エ
ピ
ソ

ド
が
あ
る

い
く
ら
川
上
郷
が
吉
野
杉
の
中
心
産
地
で
あ

た
と
い
え

山
仕
事
は
決
し
て

楽
な
も
の
割
の
い
い
も
の
で
は
な
く

貧
困
に
あ
え
ぐ
中
小
林
業
家
が
や
は
り
多

か

た

そ
れ
を
憂
え
た
庄
三
郎
は

第
二
の
産
業
と
し
て
村
に
養
蚕
業
を
興
そ

う
と
考
え
た

最
初
の
年

信
州
か
ら
桑
の
木
の
苗
を
取
り
寄
せ

人
足
を
雇

て

各
戸
に

配

て
回

た

そ
れ
ま
で
養
蚕
の
よ
の
字
も
知
ら
な
か

た
村
で
あ
る

一
つ

一
つ
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た

こ
の
木
は
桑
と
い
う
も
の
で

蚕
と

い
う
虫
の
餌
に
な
る
も
の
じ

蚕
は
繭
を
作
り

繭
か
ら
絹
が
・
・
・

そ

う
や

て
配
布
し
た
桑
苗
の
数

10
万
本

こ
れ
だ
け
で
も
大
し
た
労
苦
で
あ
る

し
か
し
配

た
苗
は
ま

た
く
根
付
か

な
か

た

植
え
方
が
わ
か
ら
ず
放
置
し
て
枯
ら
し
て
し
ま

た
り

そ
の
ま
ま

打
ち
捨
て
ら
れ
て
し
ま

た
り

な
か
に
は
薪
に
し
て
燃
や
し
て
し
ま

た
者
も

あ

たこ
れ
は
い
け
な
い

配
慮
が
足
り
な
か

た

翌
年

今
度
は
人
足
を
多

め
に
雇

て

必
ず
植
え
て
帰

て
く
る
よ
う
言
い
付
け
て
苗
を
持
た
せ
た

そ

の
数

や
は
り
10
万
本
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よ
う
や
く
桑
が
定
着
し
た

次
は
蚕
で
あ
る

庄
三
郎
は
養
蚕
紙
を
沢
山
買
い

込
み

無
償
で
各
戸
に
配

た

こ
の
紙
に
附
い
た
つ
ぶ
つ
ぶ
が
蚕
の
卵
じ

や
が
て
孵か

え

て
蚕
に
な
る
・
・
・

こ
れ
も
う
ま
く
い
か
な
か

た

火
鉢
の

抽
き
出
し
に
入
れ
て
駄
目
に
し
て
し
ま

た
者

孵

た
蚕
を
気
味
悪
が

て
捨

て
て
し
ま

た
者
・
・
・

そ
れ
で
も
庄
三
郎
は
や
め
な
か

た

自
ら
蚕
を
育
て
て
各
戸
に
配

た

桑

の
や
り
方
を
教
え

繭
を
作

た
ら
教
え
て
く
れ
る
よ
う
頼
ん
だ

土
倉
さ
ん

が
あ
あ
ま
で
し
て
下
さ
る
の
だ
か
ら

や
ら
な
い
わ
け
に
も
い
く
ま
い

そ
ん

な
思
い
で
め
ん
ど
く
さ
が
り
な
が
ら
も
桑
包
丁
を
振

た
者
も
あ

た

や
が
て
蚕
が
繭
を
作

た

庄
三
郎
は
そ
れ
を
採
算
度
外
視
の
高
値
で
買
い

取

た

人
々
は
養
蚕
が
金
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き

自
発
的
に
桑
苗
を

貰
い
に
来
る
よ
う
に
な
る

昨
年
は
下
手
を
し
ま
し
た
が

今
度
は
し

か
り

や
り
ま
す
ん
で

ま
た
桑
苗
を
・
・
・

今
年
は
も

と
ヨ
ウ
サ
ン
シ

を
・
・
・

あ
と
は
も
う

放

て
お
い
て
も
事
は
進
む

配
布
を
始
め
て
か
ら
７
年
目

よ
う
や
く
５
０
０
０
石
ほ
ど
の
繭
が
取
れ
る
よ

う
に
な

た

そ
う
や

て
庄
三
郎
は
10
年
間

毎
年
桑
苗
10
万
本
を
配
り
続
け

た

事
業
に
費
や
し
た
私
費
は
３
万
円
を
超
え
た
と
い
う

明
治
20
年
代

総
理

大
臣
の
年
棒
が
１
万
円
前
後
だ

た
頃
の
こ
と
で
あ
る
※
１
※
２

庄
三
郎
は
教
育
に
も
熱
心
だ

た

明
治
５

１
８
７
２

年

義
務
教
育
制

度
が
発
足
す
る
と

す
ぐ
さ
ま
村
で
初
め
て
の
小
学
校
｜
｜
｜
そ
れ
は
県
下
初
の

小
学
校
で
も
あ

た
｜
｜
｜
を
作
り

読
本
や
文
房
具
類
を
全
生
徒
に
寄
贈
し
た

明
治
10
年
か
ら
は
揃
い
の
制
服
を
作

て
与
え
た

む
ろ
ん
無
償
で

親
た
ち
は

長
く
着
ら
れ
る
よ
う
な
る
べ
く
大
き
な
も
の
を
所
望
し

肩
上
げ
裾
上
げ
股
上
げ

し
て
子
供
達
に
着
せ
た

明
治
15

１
８
８
２

年
に
は
西
河
に
私
学
校
芳
水

館
を
開
校
し
た

私
立
中
学
校
で
は
全
国
で
も
草
創
期
の
も
の
で
あ

た

庄
三

郎
は
の
ち
に
こ
の
建
物
に
維
持
費
３
０
０
０
円
を
添
え
て
村
に
寄
贈
し
た
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庄
三
郎
の
教
育
に
か
け
る
意
気
込
み
は
特
別
な
も
の
が
あ

た
よ
う
で

新
島

襄
が
同
志
社
大
学
を
設
立
し
よ
う
と
し
た
時
に
は
５
０
０
０
円
と
い
う
大
金
を
寄

附
し
て
い
る
※
３

同
じ
基
督
教
系
の
日
本
女
子
大
学
の
設
立
に
も
携
わ
り

や
は

り
５
０
０
０
円
と
い
う
大
金
を
寄
せ

な
お
か
つ
こ
の
よ
う
な
助
言
を

設
立

者
・
成
瀬
仁
蔵
に
与
え
て
い
る

も
し
思
う
よ
う
に
資
金
が
集
ま
ら
ず

失
敗
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

た
ら

寄
附
金
は
寄
附
者
に
返
せ
ば
よ
ろ
し
い

そ
の
費
用
は
私
が
負
担
し
よ
う

そ
う
し
て
自
身
も
評
議
員
の
一
人
と
し
て
資
金
集
め
に
奔

有
力
者
ら
か
ら
資
金
を
取
り
付
け
た

封
建
制
度
の
代
表
格
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
な

地
方
の

が
ら

基
督
教
系
学
校
を
支
援
し
た
り

家
族
の
ほ
と
ん
ど

夋
ン
だ

た

女
子
高
等
教
育
の
確
立
に
力
を
注
い
だ
り

的
な
思
想
の
人
で
あ

た

自
ら
も
率
先
し
て
子
女
７
人

女
子
が
学
校
へ
行
く
こ
と
は
洋
行
よ
り
も
難
し
い
と
言
わ
れ

あ
る庄

三
郎
自
身
は
熱
心
な
仏
教
徒
で
あ

た

そ
の
一
方
で

が
簡
潔
に
示
さ
れ
て
い
て
大
変
結
構
な
も
の
で
あ
る

と
い

和
し
た
り
も
し
た

古
川
嵩
が
大
台
嵂
原
山
に
修
行
場
を
開

に
は

大
台
教
会
の
建
物
ば
か
り
か
宿
舎
そ
の
他
ま
で
一
建

え

そ
こ
ま
で
の
道
を
開
い
て
や

た

宗
教
の
極
致
は

い

と
い
う
の
が

彼
の
持
論
で
あ

た

※
１

吉
野
郡
史
料

で
は
養
蚕
事
業
は
そ
の
後
衰
退
し
た
よ
う
に
書
か
れ
て
い

る

し
か
し
昭
和
初
期
に
柏
木
に
生
ま
れ
て
育

た
方
の
半
生
記

山
が
学

校
だ

た

に
よ
れ
ば

当
時
は
ど
こ
の
家
で
も
蚕
を
飼

て
い
て

そ
れ

が
重
要
な
副
収
入
に
な

て
い
た
と
い
う

川
上
郷
で
は
確
か
に
根
付
い
て

い
た
の
だ
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走
し

官
僚
や
財
界

大
地
主

で
あ
り
な

が
熱
心
な
ク
リ
ス
チ

と

た
い
へ
ん
先
進

を
大
学
校
に
送

た

て
い
た
時
代
の
話
で

人
間
生
活
の
理
想

て
教
育
勅
語
を
唱

か
ん
と
欲
し
た
と
き

立
し
て
寄
贈
し
た
う

宗
派
の
区
別
な
ど
な
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※
２

週
刊
朝
日
編

値
段
の
明
治
・
大
正
・
昭
和
風
俗
史
　
上

よ
り

以
下
金

銭
感
覚
の
換
算
は
こ
の
書
に
よ
る

余
談
に
な
る
が

昔
の
○
円
を
今
日
の

円
感
覚
で
捉
え
る
の
は

簡
単
な
よ
う
で
難
し
い

モ
ノ
に
よ

て
上
昇
率

が
違
う
の
は
も
ち
ろ
ん

必
ず
し
も
リ
ニ
ア
に
比
例
す
る
も
の
で
は
な
い
か

ら

一
律
に
○
円

い
ま
の
×
円
と
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ

例
え
ば

明
治
20
年
の
そ
ば
代
が
一
杯
一
銭
で

昭
和
53
年
に
は
そ
れ
が
２
５
０
円
に

な

て
い
る
か
ら

１
銭
は
い
ま
の
２
５
０
円
に
相
当
す
る

と
言
う
こ
と

が
で
き
そ
う
だ
が

小
学
校
教
員
の
初
任
給
で
み
る
と
５
円→

９
万
５
７
８

４
円
で

約
２
万
倍
と
な

て
し
ま
う

ま
た
今
日
の
１
０
０
円
シ
奣
兊
プ

を
見
れ
ば
わ
か
る
と
お
り

か
つ
て
何
千
円
も
し
た
も
の
が
驚
く
ほ
ど
安
価

で
手
に
入
る
昨
今
で
あ
る

※
３

同
じ
時

政
府
高
官
や
財
界
人
か
ら
も
多
数
の
寄
附
が
寄
せ
ら
れ
た
が

庄
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三
郎
ほ
ど
の
額
を
寄
せ
た
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い

井
上
馨

当
時
外
相

１
０
０
０
円

大
隈
重
信

こ
の
頃
東
京
専
門
学
校
を
設
立

の
ち
外
務
大

臣

１
０
０
０
円

渋
沢
栄
一

実
業
家
・
日
本
銀
行
設
立
な
ど
に
も
尽
力

６
０
０
０
円

岩
崎
弥
之
助

三
菱
財
閥
の
二
代
目
総
帥

５
０
０
０
円

平
沼
専
造

横
浜
の
豪
商

横
浜
銀
行
の
創
立
者

２
５
０
０
円
・
・
・

こ
れ
ら
の
額
も
あ
と
か
ら
追
加
出
資
し
た
結
果
で

最
初
か
ら
こ
の
額
を
出

し
た
の
は
庄
三
郎
た
だ
一
人
だ

た
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自
由
民
権
運
動

土
倉
庄
三
郎
を
語
る
時

自
由
民
権
運
動
へ
の
参
画
を
抜
き
に
し
て
は
語
れ
な

い

自
由
民
権
運
動
と
は

一
言
で
言
い
表
わ
す
な
ら

政
治
を
一
般
民
衆
レ
ベ

ル
に
ひ
き
ず
り
下
ろ
す
た
め
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
一
幕
物
の
歴
史
劇
で
あ
る

明
治
維
新
に
よ

て
幕
藩
体
制
が
覆

た
と
は
い
え

政
府
要
職
は
維
新
で
活

躍
し
た
雄
藩

薩
摩

長
州

土
佐

肥
前

の
功
績
者
で
占
め
ら
れ
て
い
た

政ま
つ
り
ご
と

を
掌
握
し
て
い
た
の
が
将
軍
一
人
か
ら
複
数
人
に
な

た
だ
け
で

実
質
的
に

は
何
も
変
わ

て
い
な
か

た
の
で
あ
る

む
し
ろ
利
害
関
係
が
絡
み
に
絡
ん
で

船
頭
多
く
し
て
船
山
に
登
る
の
状
態
で
さ
え
あ

た

そ
の
状
況
を
憂
え
る
政
府
高
官
が
い
な
か

た
わ
け
で
は
な
い

例
え
ば
板
垣

退
助

真
に
日
本
を
国
民
の
も
の
に
し

国
民
を
幸
福
に
す
る
た
め
に
は

国

民
の
意
志
｜
天
下
の
公
論
に
拠

て
政
治
を
し
な
け
れ
ば

と
い

て
国
会
開
設

を
主
張
し
た

民
撰
議
院
設
立
建
白
書

明
治
７

１
８
７
４

そ
れ
ま
で

も
公
議
所
と
呼
ば
れ
る
立
法
機
関
は
存
在
し
た

の
ち
に
衆
議
院→

左
院
と
改
名

が

結
局
は
雄
藩
の
縁
故
者
が
縁
故
と
い
う
だ
け
で
登
用
さ
れ
る
と
い
う

恣
意

的
・
傀
儡
的
な
も
の
で
し
か
な
か

た

そ
う
で
は
な
く

広
く
人
民
か
ら
議
員

を
選
出
し

国
会
を
設
け

そ
の
議
会
に
よ

て
政
府
を
監
視
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い

と
唱
え
た
の
だ

板
垣
の
建
白
書
は
新
聞
に
も
載
せ
ら
れ

大
き
な
反
響

を
呼
ん
だ

板
垣
は
ま
ず
土
佐
で
立
志
社
を
お
こ
し

翌
年
こ
れ
を
中
心
と
し
て
大
阪
で

愛
国
社
を
結
成

こ
の
愛
国
社
を
足
が
か
り
と
し
て
全
国
各
地
に
自
由
民
権
論
を

説
い
て
回

た

当
初
は
士
族
を
中
心
と
し
た
層
が
支
持
し
た
｜
｜
｜
幕
府
の
解

体
で
没
落
し
た
も
の
が
多
く

政
府
に
対
し
て
強
い
不
満
を
抱
い
て
い
た
｜
｜
｜
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が

や
が
て
そ
れ
が
地
主
層
や
都
市
部
の
商
工
業
者
に
も
飛
び
火
し
て

全
国
的

な
運
動
へ
と
発
展
し
て
い

た

政
府
は
最
初
高
圧
的
な
態
度
で
こ
れ
に
臨
ん
だ

運
動
が
高
ま
る
に
つ
れ
て

讒
謗
律

ざ
ん
ぼ
う
り
つ

著
作
物
を
通
じ
て
他
人
を
貶
す
る
こ
と
を
禁
じ
る

・
新
聞
紙
条
例

新
聞
・
雑
誌
に
よ
る
反
政
府
的
言
論
活
動
を
禁
じ
る

等
を
矢
継
ぎ
早
に
制
定

し

政
府
批
判
を
厳
し
く
取
り
締
ま

た

岩
倉
具
視
な
ど
は

海
陸
軍
及
び
警

視
の
勢
威
を
左
右
に
ひ

さ
げ

凛
然
と
し
て
下
に
臨
み

民
心
を
戦
慄
せ
し
め

よ

と
ま
で
言
い
放

た

し
か
し

人
々
の
心
の
奥
底
で
燻

て
い
た
も
の
を

踏
み
消
す
こ
と
は
で
き
な
か

た

明
治
13
年

い

た
ん
活
動
を
休
止
し
て
い
た
愛
国
社
が
再
興
大
会
を
開
き

各
地
の
自
由
民
権
運
動
団
体
を
取
り
込
ん
で
国
会
期
成
同
盟
を
結
成

政
府
も
こ

の
年
４
月
に
集
会
条
例
を
も

て
弾
圧
に
か
か

た
が

こ
の
時
す
で
に
政
府
内

で
も
民
選
議
院
設
立
に
傾
く
も
の
が
現
れ
始
め

結
局
こ
の
年
に
国
会
開
設
の
勅

諭
が
出
さ
れ
て
い
る

10
年
後
の
明
治
23

１
８
９
０

年
に
民
選
議
員
に
よ
る

国
会
を
開
設
す
る
こ
と

お
よ
び
憲
法
を
定
め
る
こ
と
な
ど
を
表
明
し
た
も
の
で

あ
るこ

の
国
会
開
設
の
勅
諭
に
よ

て
自
由
民
権
運
動
は
当
初
の
目
的
を
達
成
し

徐
々
に
下
火
と
な

て
い
く

か
わ
り
に
そ
れ
は
議
会
開
設
後
の
優
位
を
狙

た

政
党
結
成
と
そ
の
拡
大
運
動
に
様
変
わ
り
し
て
い

た

板
垣
退
助
は
急
進
的
な

自
由
主
義
を
掲
げ
て
自
由
党
を
結
成

政
府
を
追
わ
れ
て
下
野
し
た
大
隈
重
信

も
イ
ギ
リ
ス
風
の
議
会
政
治
を
主
張
す
る
立
憲
改
進
党
を
旗
揚
げ
し
た

政
府

も
黙

て
見
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
ず

福
地
源
一
郎

長
崎
生
れ
の
旧
幕
臣

の
ち
に
ジ
夋

ナ
リ
ス
ト
と
な

て
福
地
桜
痴
を
名
乗
る

を
中
心
と
し
て
保

守
的
な
立
憲
帝
政
党
を
結
成
さ
せ
る
も

民
権
運
動
派
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で

き
ず

１
年
で
解
党
し
て
し
ま

た

三
島
通
庸
の
三
方
道
路
建
設
に
絡
ん
で
福
島
自
由
党
が
弾
圧
さ
れ
た
福
島
事
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件

埼
玉
県
秩
父
地
方
で
農
民
数
万
人
が
蜂
起
し
た
秩
父
事
件
も
こ
の
頃
の
出

来
事
で
あ
る

あ
た
か
も
時
は
松
方
正
義
大
蔵
卿
に
よ
る
緊
縮
財
政
の
下

借

金
に
苦
し
み
小
作
農
に
転
落
す
る
農
民

失
業
者
と
な

て
都
市
に
流
入
す
る
者

も
増
え

日
本
全
体
が
不
穏
な
空
気
の
な
か
に
あ

た

そ
の
機
に
乗
じ
て
下
級

層
に
取
り
入
り

党
拡
大
を
目
論
む
過
激
派
も
少
な
く
な
か

た
の
で
あ
る

特

に
自
由
党
に
は
そ
う
い
う
右
派
党
員
が
多
く

党
内
部
で
も
対
立
し
が
ち
で
あ

た

立
て
続
け
に
起
こ
る
党
員
の
暴
走
問
題
に
統
制
の
自
信
を
失

た
板
垣
は
明

治
17

１
８
８
４

年
に
自
由
党
を
解
党

改
進
党
も
大
隈
重
信
ら
中
心
的
指
導

者
が
離
党
し

事
実
上
の
解
党
状
態
に
陥

て
い
く

結
局

明
治
19
年
に
旧
自
由
党
の
星
享
ら
が
大
同
団
結
を
唱
え

旧
党
派
を

越
え
た
団
結
一
致
を
試
み
る
な
ど
し
て

民
権
運
動
の
火
が
消
え
る
こ
と
は
な
か

た

明
治
23
年
に
行
な
わ
れ
た
日
本
最
初
の
衆
議
院
議
院
選
挙
で
も
旧
民
権
派

が
大
勝
し

運
動
開
始
当
初
の
目
的
を
果
た
し
て
い
る

以
上

明
治
７
年
か
ら
23
年
に
か
け
て

自
由
民
権

と
い
う
言
葉
が
日
本

を
席
巻
し
て
い
た
さ
ま
を
述
べ
た

庄
三
郎
も
民
権
運
動
家
と
し
て
大
い
に
活
躍

し

特
に
自
由
党
や
党
総
裁
の
板
垣
退
助
を
支
援
し
た

板
垣
を
初
め
と
す
る
明

治
元
勲
と
の
交
流
も
こ
の
頃
か
ら
始
ま

た

た
だ
し
決
し
て
表
に
立
つ
こ
と

は
せ
ず

資
金
提
供
や
人
材
交
流
な
ど

裏
の
仕
事
に
徹
し
た
よ
う
で
あ
る

で

な
け
れ
ば
歴
史
の
教
科
書
で
土
倉
庄
三
郎
の
名
前
を
見
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う

特
に
資
金
提
供
に
つ
い
て
は
一
切
の
妥
協
を
し
な
か

た

政
府
や
対
立
政
党

に

自
由
党
の
台
所
は
吉
野
に
あ
り

と
揶
揄
さ
れ
た
ほ
ど
で
あ

た

後
に
衆

議
院
初
代
議
長
に
も
な

た
中
島
信
行
が
遊
説
に
訪
れ
た
時

大
い
に
共
鳴
し

て
遊
説
費
３
０
０
０
円
を
提
供
し
た

何
げ
に
書
い
た
が
こ
れ
は
第
一
期
熊
野
街

道
32
km
の
改
修
費
の
半
分
近
く
に
相
当
す
る
額
で
あ
る

彼
が
発
行
し
て
い
た

立
憲
政
党
新
聞

の
資
金
繰
り
に
困
れ
ば
ま
た
数
千
円
を
ポ
ン
と
出
し
た

板
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垣
退
助
が
洋
行
を
企
て
た
時
に
は
２
万
円
と
い
う
大
金
を
与
え
た
※
１

そ
の
礼
を

述
べ
る
た
め
に
板
垣
自
ら
が
大
滝
の
土
倉
屋
敷
を
訪
れ
た
り
も
し
て
い
る

そ
の

晩
は
村
中
総
出
で
警
備
に
当
た

た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る

評
伝

後
に
自
由
党
と
対
立
す
る
こ
と
に
な
る
大
隈
重
信
と
も
交
遊
が
あ

た

早
稲

田
大
学
蔵
の
大
隈
重
信
文
書
に

庄
三
郎
が
彼
に
宛
て
て
送

た
手
紙
が
収
録

さ
れ
て
い
る

日
本
女
子
大
学
の
設
立
に
寄
附
金
を
寄
せ
た
こ
と
へ
の
礼
状

後

半
に
出
て
く
る
ゼ
ン
キ
山
と
は
上
北
山
村
の
前
鬼
山
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か

大

隈
に
土
倉
の
こ
と
を
紹
介
し
た
の
は
北
畠
治
房

本
名
を
平
岡
鳩
平
と
い
い

天
誅
組
の
変
※
２

で
は
そ
の
一
員
と
し
て
吉
野
山
中
を
暴
れ
回

た
こ
と
も
あ
る
男

で
あ
る

土
倉
と
平
岡
の
つ
な
が
り
は
そ
の
頃
に
生
ま
れ
た
も
の
か

庄
三
郎
が
自
由
民
権
運
動
に
関
わ
り
始
め
た
き

か
け
は
は

き
り
し
な
い

し
か
し
大
阪
で
開
か
れ
た
愛
国
党
の
大
会
に
出
席
し
た
り

五
條
の
集
会
で
意
見

を
交
わ
し
た
り
と

か
な
り
早
い
段
階
か
ら
参
画
し
て
い
る

も
と
も
と
吉
野
地

方
は
愛
国
党
時
代
か
ら
民
権
運
動
が
盛
ん
な
土
地
で

他
に
も
五
條
の
桜
井
徳
太

郎

実
業
家

今
日
の
Ｊ
Ｒ
和
歌
山
線
の
も
と
と
な
る
南
和
鉄
道
・
紀
和
鉄
道

の
創
立
に
も
携
わ
る

当
地
最
初
の
民
権
運
動
団
体
・
吉
野
倶
楽
部
を
設
立
し

た
岩
本
弥
兵
衛

上
北
山
村
西
河
の
人

土
倉
庄
三
郎
と
と
も
に
東
熊
野
街
道
の

開
設
に
尽
力

な
ど
が
活
躍
し

彼
ら
と
の
交
流
が
深
か

た

ま
た
根

か
ら

の
慈
善
家
｜
｜
｜
愛
村
家
と
で
も
い
う
べ
き
か
｜
｜
｜
で
あ

た
こ
と
も
影
響
し
て

い
た
だ
ろ
う

中
央
か
ら
忘
れ
ら
れ
た
よ
う
な
地
域
に
住
み

貧
困
に
あ
え
ぐ
村

び
と
を
見
て
育

た
彼
の
目
に
は

自
ら
が
事
を
起
し
て
変
え
て
い
く
自
由
民
権

運
動
が

釈
迦
が
垂
ら
し
た
蜘
蛛
の
糸
の
ご
と
く
に
映

た
の
か
も
知
れ
な
い

前
に
述
べ
た
通
り

庄
三
郎
は
自
身
が
政
治
の
表
舞
台
に
立
つ
こ
と
は
微
塵
も

考
え
て
い
な
か

た

と
い
う
よ
り
わ
ざ
と
表
舞
台
を
避
け
て
い
た
節
が
あ
る

例
え
ば
土
倉
庄
三
郎
は
第
一
回
の
衆
議
院
議
員
選
挙
に
立
候
補
し

僅
差
で
桜
井
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徳
太
郎
に
破
れ
て
い
る
が

こ
れ
も
実
は
仕
方
な
く
の
立
候
補
で

さ
り
な
が

ら
当
選
し
そ
う
に
な

た
の
を
固
辞
し
た
結
果
だ
と
い
う

五
條
市
史

当

時
の
選
挙
は
満
25
才
以
上
で
直
接
国
税
15
円
以
上
を
納
め
る
者
だ
け
が
選
挙
権
を

有
し

被
選
挙
人
も
満
30
才
以
上
で
同
額
の
税
を
納
め
て
い
る
者
に
限
ら
れ
て
い

た

こ
の
地
域
で
該
当
す
る
者
は
彼
く
ら
い
し
か
い
ず

推
さ
れ
て
仕
方
な
く
立

た
ま
で

と
い
う
の
が
真
相
の
よ
う
で
あ
る

後
年

松
方
正
義
首
相
か
ら
山

林
局
局
長
就
任
を
乞
わ
れ
た
時
も

彼
は
頑
と
し
て
首
を
縦
に
振
ら
な
か

た

そ
う
し
て
川
上
村
に
居
て

各
地
か
ら
訪
ね
て
く
る
林
業
視
察
者
の
指
導
を
し
た

あ
く
ま
で
も
裏
に
徹
し

人
の
た
め
に
尽
し
て

自
身
の
名
誉
な
り
功
績
な
り
は

一
切
求
め
な
い

陰
徳

の
生
き
様
で
あ

た

そ
の
お
か
げ
で

今
日
の
私
た
ち
は

彼
の
事
蹟
を
正
し
く
把

で
き
な
い
の
だ
・
・
・

※
１

自
由
党
首
脳
部
が
揺
れ
て
い
た
最
中

そ
こ
に
政
府
が

く
ず
し
・
弱
体
化
を
計

た
の
が

い
わ
ゆ
る

板
垣

で
あ
る

山
川
出
版
社

新
詳
説
日
本
史

で
は
こ
の

る政
府
の
伊
藤
博
文
・
井
上
馨
ら
は

自
由
党
の
穏
健
化

退
助
・
後
藤
象
二
郎
ら
を
洋
行
さ
せ
る
た
め
に

ひ
そ

費
用
を
だ
さ
せ
た

と
こ
ろ
が
旅
費
出
所
の
疑
惑
か
ら

攻
撃
す
る
と

自
由
党
側
も
大
隈
重
信
と
三
菱
と
の
関

し
た

板
垣
が
洋
行
を
言
い
出
し
た
の
は

例
の

板
垣
死
す

と
叫
ん
だ

こ
と
に
な

て
い
る

遊
説
の
直
後
で
あ

た

こ
の
よ
う
な

時
期
に
洋
行
す
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
派
と

今
だ
か
ら
こ
そ
海
外
を
知
ら

ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
板
垣
派
と
の
間
で
大
い
に
も
め

結
局
板
垣
は
洋
行

を
断
行

反
対
派
の
馬
場
辰
猪
・
田
口
卯
吉
ら
が
即
日
離
党
し
た

こ
の
洋
行

政
府
が
仕
組
ん
だ
罠
だ

た
と
い
う
説
が
強
い

伊
藤
や
井
上
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握
す
る
こ
と
が

目
を
つ
け
て

切
り

退
助
洋
行
費
問
題

よ
う
に
書
か
れ
て
い

を
は
か

て

板
垣

か
に
三
井
か
ら
そ
の

改
進
党
が
自
由
党
を

係
を
あ
ば
い
て
反
撃

と
も
自
由
は
死
せ
ず
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ら
政
府
主
脳
が

同
じ
自
由
党
員
の
後
藤
象
二
郎
を
抱
き
込
み

板
垣
に
洋

行
を
吹
込
ま
せ
た
う
え

三
井
に
出
さ
せ
た
金
を
渡
し
た
と
い
う
の
で
あ
る

三
井
は
政
府
の
御
用
番
で
あ

た

確
か
に
三
井
が
蜂
須
賀
家
か
ら
洋
行

費
と
し
て
金
２
万
円
を
拝
領
し
た
旨
の
領
収
書
が
残

て
い
る

し
か
し

板
垣
が
実
際
に
使

た
金
２
万
円
は
土
倉
庄
三
郎
が
出
し
て
い
る

土
倉
家
に
残
さ
れ
た
文
書
群

土
倉
家
文
書

の
な
か
に
板
垣
自
身
が
書
い

た
書
状
が
あ
り

そ
の
な
か
で
明
確
に
洋
行
費
提
供
の
お
礼
を
述
べ
て
い
る

の
で
あ
る

こ
れ
は

評
伝

が
世
に
出
た
昭
和
40
年
代
に
明
ら
か
に
な

た
史
実
で
あ

て

詳
し
く
検
証
さ
れ

歴
史
の
教
科
書
に
載
る
ま
で
に
は

至

て
い
な
い
ら
し
い

評
伝

の
筆
者
は
三
井
経
由
で
渡

た
金
は
後
藤
象
二
郎
が
着
服
し
た
の

だ
と
す
る

そ
れ
を
知

て
か
知
ら
ず
か

板
垣
は
土
倉
に
資
金
提
供
を
願

い
出
て

そ
れ
が
通

た
の
で
あ

た

の
ち
に
洋
行
資
金
の
出
所
を
問
い
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つ
め
ら
れ
た
時

板
垣
は
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
な
か

た

た
だ
身
の
潔
白

を
主
張
す
る
だ
け
で
土
倉
の
名
を
出
し
た
り
は
し
な
か

た

庄
三
郎
に
口

封
じ
を
さ
れ
て
い
た
か

彼
と
の
交
遊
を

癒
着

と
突

込
ま
れ
る
だ
け

だ
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う

※
２

文
久
３

１
８
６
２

年

過
激
な
尊
王
攘
夷
派
で
あ
る
中
山
忠
光

吉
村

寅
太
郎
ら
が
天
誅
組
を
結
成
し

吉
野
五
條
の
代
官
所
を
襲

た
事
件

高
取
城
の
戦
い
に
破
れ
た
あ
と
吉
野
郡
を
敗
走
し

十
津
川

北
山

伯
母

峰
峠
を
経
て
川
上
郷
に
も
入

て
い
る

庄
三
郎
23
才
の
年
で
あ
る
た
め
そ

の
敗
走
を
見
聞
き
し
て
い
る
は
ず
だ
が

入
郷
後
武
木
か
ら
足
の
郷
峠

鷲

尾
峠

を
越
え
て
鷲
家
口

奈
良
県
東
吉
野
村

に
出
て
い
る
た
め

大
滝

に
あ

た
土
倉
家
は
被
害
を
被
ら
な
か

た
よ
う
で
あ
る
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土
倉
庄
三
郎
の
人
と
な
り

こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
資
産
家
で
あ
り
な
が
ら

無
私
無
欲
を
貫
い
て

公
共
事
業

に
投
資
を
惜
し
ま
な
か

た
庄
三
郎

そ
の
人
と
な
り
は
一
体
ど
ん
な
も
の
で
あ

た
の
だ
ろ
う

誰
も
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
が

尾
ひ
れ
の
つ
き
や
す
い

そ
ん
な
話
に
対
し
て
は

評
伝

は
じ
つ
に
冷
静
な
態
度
を
も

て
対
処
し
て

い
る

読
む
と

こ
れ
ほ
ど
出
来
た
人
は
あ
る
ま
い

と
思
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い

ふ
だ
ん
の
暮
ら
し
は
質
素
で

人
に
対
し
て
は
貴
賤
を
問
わ
ず
平
等
に
接
し
た

侠
気

お
と
こ
ぎ

が
あ
り

金
に
困

て
無
心
を
し
に
き
た
者
に
は

例
え
そ
れ
が
博
打
で
身

を
崩
し
た
下
農
で
あ

て
も

金
を
与
え
て
や
り

去
る
者
は
追
わ
ず

し
か
し

林
業
に
関
し
て
は
決
し
て
妥
協
を
許
さ
な
か

た

滋
賀
県
や
群
馬
県
で
行
な

た
模
範
造
林
が
う
ま
く
い
か
な
け
れ
ば
何
度
で
も
植
え
直
し
を
行
な

た
し

林

業
の
教
え
を
乞
う
た
め
や

て
き
た
者
は
何
日
で
も
屋
敷
に
泊
め

昼
は
自
ら

山
々
を
案
内
し
て
回
り

夜
は
屋
敷
で
自
身
の
経
験
談
を
語

た

各
地
の
植
林
事
業
が
盛
ん
に
な
る
こ
と
を
願
い

吉
野
林
業
の
秘
伝
を
惜
し
む

こ
と
な
く
披
瀝
し
た

ま
た
政
府
の
国
有
林
事
業
に
疑
問
を
持
ち

林
政
意
見

な
る
書
を
自
費
出
版
し
て
各
界
に
配

た
り
も
し
た

そ
こ
に
は
損
得
感
情
を
抜

き
に
し
た

国
の
た
め

人
の
た
め

と
い
う
精
神
が
あ

た

こ
の
時
代
の
知

識
人
は
多
か
れ
少
な
か
れ
そ
の
よ
う
な
視
点
を
持

て
い
た
だ
ろ
う
が

庄
三
郎

の
そ
れ
は
ず
ば
ぬ
け
て
確
固
と
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る

そ
う
し
て
そ
の
信

念
を

巨
大
な
資
産
が
支
え
て
い
た

下
卑
た
話
で
申
し
訳
な
い
が

彼
の
よ
う
な
資
産
家
が
い

た
い
ど
ん
な
心
持

ち
で

金

に
接
し
て
い
た
の
か
興
味
が
あ
る

金
の
使
い
方
に
嫌
味
が
な
く
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む
し
ろ
見
て
い
て
爽
快
に
な
る
く
ら
い
の
使
い

ぷ
り
が
で
き
た
の
は

な
ぜ
か

単
に
無
頓
着
な
だ
け
だ

た
の
か

土
倉
家
は
家
業
を
長
男
の
鶴
松
に
譲

た
頃

か
ら
傾
き
始
め
る
の
だ
が
｜
｜
｜
そ
れ
は
鶴
松
の
奔
放
経
営
に
因
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
の
だ
が
｜
｜
｜

そ
れ
で
も
庄
三
郎
は
懐
を
緩
め
る
こ
と
が
な
か

た

こ

こ
ま
で
述
べ
て
き
た
各
種
の
事
蹟

今
後
触
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
水
陸
開
路
事

業
へ
の
出
資
な
ど
は

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
そ
の
頃
の
も
の
で
あ
る

彼
の
人
と
な
り
と
金
銭
感
覚
に
つ
い
て
の
ち

う
ど
い
い
エ
ピ
ソ

ド
が

評

伝

に
あ
る
の
で

退
屈
し
の
ぎ
に

物
語
仕
立
て
に
書
き
直
し
て
紹
介
し
て
み

よ
う

●
　
　
　
●
　
　
　
●

土
倉
家

隠
居
の
間

庄
三
郎
は
文
机
に
向
か
い

愛
用
の
山
帳
｜
｜
｜
そ
れ

は
庄
三
郎
に
し
か
わ
か
ら
な
い
レ
ト
リ
兊
ク
に
よ

て

夢
之
友

と
名
付
け
ら

れ
て
い
た

天
理
大
学
蔵
｜
｜
｜
か
ら
今
日
見
て
き
た
山
の
よ
う
す
を
抜
き
書
き

清
書
し
て
い
る

杉
三
十
年
生
〆
二
六
千
八
百
貫

と
書
い
た
と
こ
ろ
で
襖
の
向

こ
う
か
ら
声

お
父
様

宜
し
い
で
し

う
か

五
男
の
五
郎
で
あ
る

う
む

入
れ

そ
う
言
い
つ
つ
も
庄
三
郎
の
手
は
半
紙
の
上
を
滑
り
続
け
て
い
る

か
す
か
な

音
と
と
も
に
襖
が
開
き
五
郎
が
入

て
く
る

襖
を
閉
め

向
き
直
る
五
郎

顔

は
少
し
翳

て
い
る
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お
父
様

ご
相
談
が
あ
り
ま
す

何
か

実
は
今
日

・
・
・
・
大
兄
さ
ま
が

長
男
の
鶴
松
が
３
０
０
万
円
の
約
束
手
形
を
書
い
て
い
た
と
い
う

宛
先
ま
で

は
わ
か
ら
な
い

３
０
０
万
円
は
い
ま
の
金
額
に
し
て
数
億
円
ほ
ど
に
な
る

鶴
松
は
成
人
し
て
以
来

家
業
の
一
切
を
任
せ
て
い
た

し
か
し
鶴
松
は
森
の

こ
と
ご
と
を
好
ま
ず

畑
違
い
の
商
売
や
投
機
話
に
首
を
突

込
ん
で
は

失
敗

を
し
て
大
金
を
失
う
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
た

先
だ

て
も
大
阪
の
缶

詰
業
者
に
融
資
し
た
と
か
何
と
か
で
十
数
万
円
を
無
駄
に
し
た
ば
か
り
だ

た

さ
す
が
に
大
金
だ
と
思
い
ま
し
て

お
父
様
は
ご
存
知
で
し
た
か

庄
三
郎
の
筆
が
止
ま
る

そ

と
筆
を
文
箱
に
戻
し

傍
ら
の
火
鉢
に
手
を
か

ざ
す

昨
年
ま
で
は
あ
わ
い
の
美
し
い
青
磁
の
火
鉢
だ

た

し
か
し
今
そ
れ
は

自
然
木
か
ら
手
づ
か
ら
作

た
あ
り
あ
わ
せ
の
物
で
あ
る

大
変
な
金
額
だ
な

私
も
知
ら
な
い

し
か
し

家
業
の
こ
と
は
鶴
松
に
任
せ

て
い
る
の
だ
か
ら

あ
い
つ
が
自
由
に
す
る
こ
と
は
や
む
を
得
ま
い

し
か
し

鶴
松
の
奔
放
な
経
営
で
失

た
土
倉
家
の
資
産
は
計
り
知
れ
な
か

た

そ
の

せ
い
で
土
倉
家
の
家
運
が
傾
い
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る

当
時
誰
も
が
そ
の
危
機

を
感
じ
な
か

た
わ
け
で
は
な
か

た
ろ
う

し
か
し
庄
三
郎
は

こ
う
答
え
る

の
だ

た
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い
い
か

五
郎

財
産
と
い
う
も
の
は

殖
え
も
す
れ
ば
減
り
も
す
る
も
の
だ

減

た
と
思
え
ば
い
つ
の
間
に
か
殖
え
る
こ
と
も
あ
る

そ
れ
が
財
産
と
い
う
も

の
だ

す
べ
て
は
土
倉
家
の
運
次
第
で

そ
れ
は
人
間
が
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き

な
い
も
の
な
の
だ
よ

評
伝

晩
年

●
　
　
　
●
　
　
　
●

こ
の
時
庄
三
郎
は
ど
の
よ
う
な
顔
を
し
て
い
た
ろ
う

彼
は
晩
年

身
の
回
り

の
骨
董
品
を
処
分
し
て
幾
許
か
の
金
を
得
て
い
る
と
い
う

し
か
し
そ
れ
ほ
ど
に

土
倉
家
の
家
計
が
逼
迫
し
て
い
た
か
と
い
え
ば
そ
う
で
も
な
く

得
た
額
も
微
々

た
る
も
の
で
あ

た
ら
し
い

評
伝

の
著
者
は

鶴
松
へ
の
一
種
の
示
威
行

為

手
短
に
言
え
ば
あ
て
こ
す
り

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

で
あ

た
の
だ
ろ
う
と
し
て
い
る
が

そ
れ
か

ら
す
る
と
顔
は
少
々
諦
め
の
色
を
帯
び
て
い
る
必
要
が
あ
る

し
か
し
私
は

あ
え
て
静
か
な
笑
み
を
思
い
浮
か
べ
て
み
た
い

口
端
に
か
す

か
な
笑
み
を
浮
か
べ
た

仏
の
そ
れ
の
よ
う
な
笑
み
を

あ
る
い
は
自
身
の
来
し

方
を
振
り
返
る
時
の
よ
う
な

感
慨
の
顔
色
を

吉
野
川
上
郷
の
大
地
主
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
庄
三
郎
は

厳
格
な
父
と
当

時
の
家
長
制
度
の
も
と
で
育
て
ら
れ

歴
史
と
経
験
を
重
ん
じ
る
林
業
を
実
地
で

教
え
込
ま
れ
た

し
か
し
庄
三
郎
は
必
ず
し
も
従
順
な
長
男
で
は
な
か

た

時

に
親
の
言
い
つ
け
を
守
ら
ず

ま
た
そ
ん
な
制
度
と
は
対
立
す
る
自
由
民
権
運
動

に
身
を
投
じ
て
い
る

明
治
36

１
９
０
３

年

広
島
県
に
招
か
れ
た
庄
三
郎
が
林
業
に
つ
い
て
講

演
し

そ
の
時
の
講
話
が

勧
業
報
告
林
業
講
話

と
い
う
題
の
印
刷
物
に
な

て
残

て
い
る

苗
木
の
密
度
の
こ
と
を
述
べ
る
く
だ
り
で

庄
三
郎
は
自
身
の
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若
い
頃
の
失
敗
談
を
語

て
い
る

そ
れ
は
少
々
脇
道
に
過
ぎ
る
か
と
思
う
ほ
ど

饒
舌
だ

こ
れ
も
ま
た

ド
ラ
マ
仕
立
て
に
し
て
紹
介
し
よ
う

●
　
　
　
●
　
　
　
●

庄
三
郎
20
才
の
あ
る
日

自
分
の
山
を
持
つ
こ
と
に
な

た

こ
の
時
地
味
の

良
い
甲
山
と

一
段
劣
る
乙
山
と
が
売
り
に
出
さ
れ
て
い
た

庄
三
郎
は
も
ち
ろ

ん
甲
山
を
欲
し
い
と
思

た
け
れ
ど
も

少
々
故
障
が
あ

て

入
手
し
た
の
は

乙
山
だ

た

山
仕
事
を
学
び
始
め
た
ば
か
り
の
庄
三
郎
は
父
に
問
う
た

と
い
う
よ
り
も
父

に
お
伺
い
を
立
て
な
け
れ
ば
苗
を
植
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
家
長
制
度
の
下
で
あ

るお
父
様

私
の
山
に
は
ど
れ
ほ
ど
の
苗
を
植
え
た
ら
よ
ろ
し
い
で
し

う
か

父
庄
右
衛
門
は
即
座
に
言
う

坪
二
本
の
杉
を
植
え
よ

庄
右
衛
門
は
庄
三
郎
が
購

た
山
を
検
分
し
て
そ
う
言

た
の
で
は
な
い

そ

の
地
割
を
聞
い
た
だ
け
で
二
本
と
い
う
の
だ

坪
二
本
で
は
少
し
少
な
過
ぎ
な
い

か
と
庄
三
郎
は
思

た
が

か
し
こ
ま
り
ま
し
た

と
言
う
ほ
か
は
な
い

一
旦
は
引
き
下
が

た
も
の
の

や
は
り
腑
に
落
ち
な
い
庄
三
郎

土
倉
家
に

は
山
仕
事
を
統
括
す
る
支
配
人
が
い
る

庄
三
郎
は
彼
に
も
相
談
し
て
み
る
こ
と

に
し
た

父
は
こ
う
言

て
い
る
が

ど
う
だ
ろ
う

坪
二
本
は
少
な
く
な
い
か
？
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支
配
人
曰
く

お
父
上
が
そ
う
申
し
て
お
ら
れ
る
の
だ
か
ら
間
違
い
あ
り
ま
す
ま
い

そ
の
通

り
に
な
さ
い
ま
せ
ん
と
叱
ら
れ
ま
す
よ

ち

ど
い
つ
も
こ
い
つ
も

自
分
の
山
な
の
に

何
で
思
う
通
り
に
で
き

な
い
の
だ
ろ
う

甲
山
が
手
に
入
ら
な
か

た
悔
し
さ
も
手
伝

て

庄
三
郎
は

そ
う
毒
づ
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
い

そ
の
く
せ
父
は

一
切
を
庄
三
郎
に
植
え
さ

せ
よ

と
の
仰
せ
だ

自
分
で
苗
を
担

て
山
へ
入
り

植
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
だ

納
得
が
い
か
な
い
ま
ま
植
え
始
め
た
こ
と
も
あ

て

自
分
で
は
坪
二
本
の
割

合
で
植
え
た
つ
も
り
だ

た
の
が

計

て
み
る
と
坪
二
本
一
分
五
厘
ほ
ど
に
な

て
い
た

そ
れ
を
見
た
支
配
人
に
ま
た
た
し
な
め
ら
れ
て
し
ま
う

お
父
上

の
仰
せ
の
通
り
に
し
な
け
れ
ば
叱
ら
れ
ま
す
よ

わ
か

て
ら
い
！

・
　
　
　
・
　
　
　
・

そ
う
し
て
植
え
た
山
だ

た
が

３
年
経

て
も

５
年
経

て
も

ど
う
も

山
が
貧
相
に
見
え
て
仕
方
な
い

一
方
で
甲
山
の
ほ
う
は
枝
が
し

か
り
張

て

黒
々
と
し

立
派
な
よ
う
に
見
え
る

数
を
計

て
み
る
と
坪
12
本
も
あ

た

そ
う
し
て
７
年
目
に
は
も
う
間
伐
材
か
ら
収
益
を
あ
げ
始
め
た

い
く
ら
地
味
が

い
い
と
は
い
え

こ
の
違
い
は
何
だ

や
は
り
坪
二
本
は
少
な
す
ぎ
る
ん
じ

な

い
か

庄
三
郎
は
父
に
詰
め
寄
ら
ず
に
い
ら
れ
な
い

仰
せ
に
従

て
私
の
乙
山
に
は
坪
二
本

い
や

実
際
は
坪
二
本
一
分
五
厘
に

な

て
し
ま
い
ま
し
た
が

と
も
か
く
そ
れ
だ
け
疎
ら
に
植
え
た
と
こ
ろ

数
年

経

た
今
で
も
貧
相
で

収
穫
さ
え
あ
り
ま
せ
ん

一
方
甲
の
山
は
坪
十
二
本
を
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植
え
て

山
も
た
い
そ
う
美
し
く
見
え
る
う
え
に

間
伐
で
収
益
も
出
て
い
る
と

聞
き
ま
し
た

本
当
に
こ
の
ま
ま
で
良
い
の
で
し

う
か

山
は
利
益
を
得
る
た

め
に
植
え
る
も
の

な
ら
ば
密
に
植
え
た
ほ
う
が
利
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

父
は
全
く
動
じ
な
い

当
た
り
前
だ

経
済
的
に
見
て
良
い
ほ
う
を
取
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

と
謎
掛
け
の
よ
う
な
こ
と
を
言
う

そ
の
う
え
林
業
家
の
長

男
が
十
五

六
の
頃
か
ら
森
に
入

て
お
き
な
が
ら

そ
の
位
の
こ
と
が
分
か
ら

ぬ
馬
鹿
が
あ
る
か

と
ま
で
言
わ
れ
て
し
ま

た

そ
れ
で
も
解
ら
な
い
か
ら

ま
た
支
配
人
に
も
問
う
て
み
た
が

支
配
人
も
相
変
わ
ら
ず

お
父
上
の
言
う
通

り
に
な
さ
れ
ば
よ
い
の
で
す

と
言
う
ば
か
り
だ

さ
す
が
に
庄
三
郎
は
ム
兊
と

し
た言

う
通
り
言
う
通
り
と
い
う
が

こ

ち
の
言
い
分
は
ち

と
も
聞
い
て
く
れ

な
い
じ

な
い
か

だ
い
た
い
親
父
は
現
地
も
見
ち

い
な
い
じ

な
い
か

こ

ち
は
現
地
を
見
て
言

て
い
る
ん
だ
よ
う

林
業
家
の
子
を
20
年
や

て
き
て

わ
か
ら
な
い
か
ら
聞
い
て
い
る
ん
だ
よ
う

教
え
て
く
れ
た

て
い
い
じ

な
い

か
よ
う

支
配
人
は
や
れ
や
れ
と
い

た
顔
で
笑
う

密
に
植
え
た
木
は

年
が
経
つ
に
つ
れ
て
萎
縮
し
て
い
く
も
の
で
す

後
年
に

な
れ
ば
こ
ち
ら
の
山
の
ほ
う
が
宜
し
く
な
る
の
で
す
よ

支
配
人
の
言
葉
を
聞
い
て
庄
三
郎
は
な
る
ほ
ど
と
思

た

謎
が
解
け
た
嬉
し

さ
か
ら
か

仕
入
れ
た
そ
の
知
識
を
父
親
に
披
瀝
す
る
姿
が
ち

と
か
わ
い
い

隣
の
山
は
後
年
萎
縮
す
る
が

当
方
の
は
衰
え
な
い
か
ら

の
ち
の
ち
に
な

東熊野街道Ｏｄｙｓｓｅｙ　−　樹喜王のことども東熊野街道Ｏｄｙｓｓｅｙ　−　樹喜王のことども

樹喜王のことども.qxp  09.5.14 0:23 PM  ページ 27



て
得
を
す
る

と
い
う
こ
と
で
し

う
か

そ
ん
な
こ
と
は
聞
か
な
い
で
も
分
か

た
こ
と
だ
馬
鹿
者

あ
と
３

40
年
も

す
れ
ば
そ
れ
が
わ
か
る

後
に
そ
の
山
は
分
家
へ
譲
り

庄
三
郎
の
手
を
離
れ
て
し
ま

た
が

庄
右
衛

門
が
言

た
そ
の
３

40
年
後
に
麓
を
通
り
か
か

て

植
え
た
頃
の
こ
と

父

や
支
配
人
の
言
葉
を
思
い
出
し
た

確
か
め
て
み
る
と

な
る
ほ
ど
確
か
に

甲

山
の
ほ
う
は
木
が
萎
縮
し
て
し
ま

て
い
る

こ
れ
以
上
大
き
く
育
つ
見
込
み
は

な
さ
そ
う
だ

一
方
自
分
が
植
え
た
乙
山
は

林
相
が
見
違
え
る
よ
う
に
美
し
く

な

て
い
て

し
か
も
勢
い
が
盛
ん
な
ま
ま
だ
か
ら

こ
れ
か
ら
も
太
る
見
込
み

が
あ
る

数
を
数
え
て
み
る
と
甲
山
の
杉
１
本
に
対
し

乙
山
は
１
本
６
分
２
厘

ほ
ど

１
本
代
価
も
２
倍
は
下
る
ま
い

今
で
さ
え
都
合
３
倍
の
価
値
が
あ
る
の

だ
か
ら

将
来
は
も

と
価
値
が
上
が
る
だ
ろ
う
・
・
・

●
　
　
　
●
　
　
　
●

森
を
育
て
る
と
い
う
仕
事
は
一
朝
一
夕
で
成
果
が
出
る
も
の
で
は
な
い

何
十

年

時
に
は
百
年
先
を
見
越
し
た
計
画
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

経
験
の
浅
い
庄
三

郎
に
は
そ
れ
が
す
ぐ
に
は
飲
み
込
め
な
く
て
当
然
だ

た
ろ
う

そ
う
し
て
そ
の

こ
と
を
知
る
に
は

や
は
り
自
身
が
身
を
も

て
経
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を

庄
三
郎
自
身
が
そ
う
や

て
学
ん
で
い
た

鶴
松
の
奔
放
さ
に
目
を
つ
ぶ

て
い
た
か
の
よ
う
な
庄
三
郎
だ
が

あ
る
種
の
達
観
が
そ
う
さ
せ
た
ば
か
り
で

な
く

彼
に
若
き
頃
の
自
分
を
重
ね
合
わ
せ

経
験
に
よ
る
会
得
を
望
ん
で
い
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

と
い
う
の
は
私
の
勝
手
な
想
像
で
あ
る

考
え
て
み
れ
ば

彼
が
力
を
注
い
だ
自
由
民
権
運
動
も

子
女
教
育
も

旧
習

を
打
破
し
て
新
し
い
何
か
を
生
み
出
そ
う
と
い
う
も
の
で
あ

た

封
建
的
な
家
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長
制
度
と
は
真

向
か
ら
対
立
す
る
概
念
で
あ

た

そ
こ
に
注
が
れ
た
熱
意
の

am
ount

を
思
う
時

実
は
彼
は
土
倉
家
そ
の
も
の
を
壊
し
た
か

た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
こ
と
さ
え
あ
る

川
上
村
と
い
う
ヒ
エ
ラ
ル
キ

の
頂
点
に
あ

た
土

倉
家
を
自
ら
打
ち
壊
わ
し

そ
れ
に
よ

て
人
々
の
富
を
平
準
化
し
よ
う
と
い
う

そ
う
い
う
ト
ン
デ
モ
説
を
持
ち
出
し
た
く
な
る
ほ
ど

土
倉
庄
三
郎
と
い
う
人
の

金
遣
い
は
私
の
想
像
を
超
え
て
い
る

土
倉
家
の
林
業
施
業
術
は
父
庄
右
衛
門
の
代
で
す
で
に
完
成
し
て
い
た
と
い
う

が

そ
れ
を
鵜
呑
み
に
し
な
か

た
の
は
前
述
の
通
り
で

勧
業
講
話
の
他
の
箇

所
で
も

最
低
で
も
坪
３
本

平
均
坪
４
本
が
適
当

と
語

て

暗
に
父
の
説

を
否
定
し
て
い
る

そ
う
や

て
改
良
を
加
え
大
成
さ
せ
た

密
植
法

が

い

わ
ゆ
る
吉
野
式
林
業
法
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ

た

そ
れ
は
今
日
で
も
最
上
の

植
林
法
と
し
て

全
国
各
地
の
林
業
家
の
手
本
と
な

て
い
る
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吉
野
式
林
業
と
は

オ
ブ
ロ

ダ

廃

道

探

索

者

の
活
動
の
場
の
多
く
は
山
の
中
森
の
中
で
あ
る

植
林
さ
れ
た

杉
や
桧
を
見
る
こ
と
が
多
い

し
か
し
そ
の
割
に
は

植
林
の
こ
と
に
疎
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か

そ
れ
こ
そ
木
を
見
て
森
を
見
ず
な
の
で
は
な
い
か

東
熊
野
街
道
の
こ
と
を
調
べ

土
倉
庄
三
郎
と
い
う
人
に
行
き
当
た

て
か
ら

こ
の
方

植
林
や
木
材
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
増
え
た

そ
う
す
る
と

道
と
は

ほ
と
ん
ど
関
係
の
な
い
場
面
で

目
か
ら
う
ろ
こ
が
落
ち
た
思
い
が
し
て

そ
の

た
び
に
冒
頭
の
よ
う
な
こ
と
を
思
う

ま
た
稀
代
の
林
業
家
だ

た
庄
三
郎

そ

し
て
庄
三
郎
が
愛
し
て
止
ま
な
か

た
川
上
村
を
描
こ
う
と
す
る
時

杉
植
林
の

こ
と
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い

以
降

吉
野
式
の
林
業
に
つ
い
て

素

人
が
素
人
な
り
に
面
白
く
思

た
こ
と
を
書
き
連
ね
て
み
る

吉
野
林
業
全
書

と
い
う
本
が
あ
る

明
治
31

１
８
９
８

年
発
行

著
者

は
森
庄
一
郎
と
い
う

し
か
し
実
際
は
土
倉
庄
三
郎
が
お
の
れ
の
林
業
法
を
世
に

伝
え
ん
が
た
め
に
作
ら
せ
た
も
の
だ

森
は
土
倉
家
に
仕
え
て
い
た
使
用
人
で

庄
三
郎
が
外
出
す
る
時
は
い
つ
も
そ
の
傍
に
つ
い
て
書
記
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て

い
た

口
頭
筆
記
と
ま
で
は
い
か
な
い
に
し
て
も

記
さ
れ
た
施
業
法
の
大
部
分

が
土
倉
家
由
来
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い

庄
三
郎
の
名
は
校
閲
者
と

巻
末
の
推
薦
文
に
見
え
る
だ
け
で
あ
る

こ
れ
も
一
種
の
陰
徳
だ
ろ
う
か

ち
な

み
に
題
字
は
山
県
有
朋

地
道
敏
樹

の
四
字
を
こ
の
書
に
贈

て
い
る

こ
の
書
で
紹
介
さ
れ
た
林
業
法
が

い
わ
ゆ
る
吉
野
式
林
業
法
で
あ
る

そ
の

第
一
の
特
徴
は

密
植
で
あ
る

こ
と

時
お
り
そ
の
前
に

超

が
つ
い
た
り

も
す
る

と
も
か
く
密
な
の
で
あ
る

前
章
で
坪
３

４
本
の
杉
を
植
え
る
と
書
い
た
が
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こ
れ
を
１
ヘ
ク
タ

ル

１
０
０
ｍ
四
方

当
た
り
に
直
せ
ば
８
０
０
０
本
か
ら

１
万
２
０
０
０
本
と
い
う
数
字
に
な
る

他
地
域
で
は
一
般
的
に
３
０
０
０

４

０
０
０
本
と
い
う
か
ら

そ
の
２
倍
か
ら
３
倍
の
数
だ

も
う
少
し
体
感
的
に
書

く
な
ら

両
手
を
拡
げ
れ
ば
２
つ
の
杉
の
木
に
同
時
に
触
れ
ら
れ
る
ほ
ど
の
密
度

に
な
る

こ
れ
だ
け
密
に
植
え
て
し
ま
う
と

日
陰
に
な

て
育
た
な
い
の
で
は
と

最

初
は
思

た

し
か
し
そ
れ
は
前
提
か
ら
し
て
思
い
違
い
で
あ

て

植
え
た
木

す
べ
て
が
最
後
ま
で
育
つ
の
で
は
な
い

野
菜
を

間
引
き

を
す
る
の
と
同
じ

で

優
良
な
も
の
を
残
し
て
頻
繁
に
間
伐
を
し
て
い
く
の
で
あ
る

か
つ
そ
の
間

伐
材
を
売
る
こ
と
で

植
林
し
て
か
ら
数
年
後
に
は
も
う
現
金
収
入
が
得
ら
れ
る

仕
組
み
に
な

て
い
た

根
が
曲

た
り
傷
が
つ
い
た
り
し
て
商
品
価
値
が
な
く
な

た
も
の
を
切
り
捨

て
る
の
と
は
違
う

細
い
材
は
細
い
材
な
り
に

例
え
ば
径
10
cm
ほ
ど
の
丸
木
は

建
築
現
場
の
足
場
と
し
て

そ
れ
よ
り
や
や
太
い
程
度
の
間
伐
材
も
建
物
の
垂
木

に
な

た
※
１

も
ち
ろ
ん
収
入
の
主
力
は
80

１
０
０
年
生
の
大
木
だ
が

そ
れ

を
生
産
す
る
ま
で
の
１
０
０
年
間
に
も

ち

ん
と
収
入
が
あ
る
の
で
あ
る
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そ
ん
な
こ
と
も
知
ら
な
い
の
か

と
怒
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い

し
か
し
渋
沢

栄
一
も
同
じ
間
違
い
を
し
て
い
る

庄
三
郎
に
植
林
事
業
を
勧
め
ら
れ
た
時

百
年
た

て
や

と
収
入
が
得
ら
れ
る
山
仕
事
な
ど

と
い

て
渋
沢
は
相
手

に
し
な
か

た

一
方
三
井
の
番
頭
三
野
村
利
左
衛
門
は
そ
の
仕
組
み
の
妙
に

納
得
し

財
閥
の
な
か
で
は
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
植
林
業
を
始
め

成
功
を
収

め
て
い
る

評
伝

そ
も
そ
も
こ
の
植
林
法
は

吉
野
杉
が

樽
丸

目
的
で
生
産
さ
れ
て
い
た
こ

と
と
深
い
関
係
が
あ
る

樽
丸
と
は
樽
の
ガ
ワ
木
に
す
る
た
め
の
材
で

年
輪
が

緻
密
で
狂
い
が
な
い
こ
と

香
り
が
よ
い
こ
と
な
ど
が
要
求
さ
れ
た

特
に
樽
は

気
密
性
が
要
求
さ
れ
る
た
め

樽
丸
材
は
板
目
で
な
く
て
は
な
ら
な
か

た

桶

だ
と
今
度
は
通
気
性
が
求
め
ら
れ
る
た
め
柾
目
を
使
う

図
参
照

今
で
は
廃
れ

て
し
ま

た
先
人
の
知
恵
で
あ
る

そ
う
す
る
と
自
然

70

１
０
０
年
生
の

大
木
で
な
け
れ
ば
良
い
樽
丸
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
い

今
の
感
覚
か
ら
す
れ
ば

そ
ん
な
立
派
な
木
を
樽
木
の
よ
う
な
消
費
材
に
す
る
の
は
勿
体
無
い
よ
う
に
も
思

え
て
し
ま
う
が

と
ま
れ
密
植
で
木
目
の
詰
ま

た
杉
材
を
作
る
こ
と
が

吉
野

林
業
だ

た
の
で
あ
る

特
に
吉
野
杉
は

赤
杉

と
呼
ば
れ
て
珍
重
さ
れ
た

木
の
心
が
鮮
や
か
な
淡

紅
色
を
し
て
い
る
も
の
ほ
ど
上
材
と
さ
れ
た

こ
れ
も
独
特
の
工
夫
が
あ

て
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夏
場
に
切
り
倒
し
た
杉
を

枝
葉
を
つ
け
た
ま
ま
１
年
間
そ
の
場
に
寝
か
せ
て
お

く

残
し
た
枝
葉
か
ら
水
分
が
蒸
発
す
る
た
め

よ
く
乾
燥
し
て

あ
の
杉
色

・

・

が

出
る
の
で
あ
る

こ
の
時
切
り
口
は
必
ず
下
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

迷
信
で

は
な
い
か
と
い

て
上
下
逆
に
し
て
み
た
人
が
あ

た
が

や
は
り
う
ま
く
乾
燥

し
な
か

た
と
い
う

山
が
学
校
だ

た

以
上
の
よ
う
な
要
求
か
ら

吉
野
で
は
杉
が
第
一
に
植
え
ら
れ
た

地
味
の
よ

い
所
で
は
杉
10
割

そ
れ
か
ら
段
々
と
桧
を
混
ぜ
て
植
え
て
ゆ
く

最
下
等
の
土

地
が
桧
な
の
で
あ
る

吉
野
林
業
全
書

で
は
そ
の
混
植
の
仕
方
ま
で
こ
と
細

か
に
披
瀝
さ
れ
て
い
て
面
白
い

吉
野
式
林
業
法

密
植
法
に
欠
点
が
あ
る
と
す
れ
ば

唯
一
に
し
て
最
大

そ

し
て
林
業
の
宿
命
と
も
言
え
る
欠
点
が
確
か
に
あ
る

手
間
が
か
か
り
過
ぎ
る
の

だ

間
伐
を
頻
繁
に
す
る
と
い
う
こ
と
は

そ
れ
だ
け
頻
り
に
手
を
入
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る

最
初
の
数
年
間
は
毎
年
必
ず
下
草
を
刈
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
し

枝
打
ち
を
欠
か
す
こ
と
も
で
き
な
い
し

間
伐
す
る
に
し

て
も
他
の
立
木
を
傷
め
な
い
よ
う
な
工
夫
と
技
量
と
が
要
求
さ
れ
る

そ
う
し
て

立
木
の
間
を
縫

て
搬
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

全
面
伐
採

皆
採

か
い
ば
つ

す
る
時

で
あ

て
も

切
り
口
を
下
に
し
て
枯
ら
す
た
め
に
必
ず
山
側
へ
倒
さ
ね
ば
な
ら

ず

こ
れ
は
斜
面
に
生
え
て
谷
側
に
重
心
が
あ
る
杉
の
特
性
に

真

向
か
ら
逆

ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
危
険
な
労
働
で
あ

た

も
う
一
つ

こ
の
地
方
独
特
の
発
展
を
見
た
も
の
が
あ
る

山
守
制

と
呼

ば
れ
る
請
負
制
度
で
あ
る

こ
こ
ま
で
林
業
が
盛
ん
な
土
地
な
が
ら

山
そ
の
も

の
を
所
有
す
る
家
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い

大
部
分
が
村
外
の
有
力
者
｜
｜
｜
例
え

ば
上
市
の
北
村
家

五
條
の
桜
井
家
な
ど
｜
｜
｜
の
所
有
で
あ

て

村
の
林
業

は
そ
の
山
を
間
借
り
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
だ

も
ち
ろ
ん
土
倉

家
の
よ
う
な
大
地
主
も
い
る
に
は
い
た
が

例
外
的
な
存
在
で
あ

た
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土
地
所
有
者

山
主

と
山
守
の
間
で
は
山
の
使
用
権

地
上
権

が
や
り
と
り

さ
れ
る

伐
採
対
象
や
年
期
に
よ

て

立
木
一
代
限

か
ぎ
り

立
木
九
十
九
年
限

な

ど
と
い
う

山
守
は
そ
の
山
を
借
り
て
植
林
事
業
を
行
な
い

山
番
を
し
つ
つ

間

伐
材
や
副
産
物
を
売
る
こ
と
で
収
入
を
得
る
わ
け
で
あ
る

年
期
が
満
ち
て
皆
伐
し

た
時

そ
の
販
売
代
価
を
山
主
と
折
半
し

こ
れ
を
も

て
使
用
権
代
の
支
払
い
と

し
た
※
２

山
守
は
租
借
す
る
側
と
は
い
え
権
限
が
強
く

植
栽
方
針
に
し
て
も
伐
採

時
期
の
選
定
に
し
て
も
山
主
を
圧
倒
す
る
こ
と
が
多
か

た
と
い
う

何
し
ろ
山
主

は
遠
方
に
居
て
何
も
で
き
ず

そ
も
そ
も
山
の
こ
と
に
疎
い
の
だ
か
ら

も
と
は
村
民
所
有
の
山
が
多
か

た

し
か
し
搬
路

収
入
を
得
る
こ
と
が
難
し
か

た
昔
は
無
価
値
に
等
し

方
で
田
畑
を
作
る
こ
と
の
で
き
る
平
地
も
な
く

そ

衣
住
を
購

あ
が
な

わ
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い

山
は
借
金

や
大
百
姓
の
手
に
渡

て
い

た
※
３

受
け
取

た
側

ま
た
一
つ
上
の
借
金
先
｜
｜
｜
都
市
部
の
資
産
家
に

何
も
生
み
出
さ
な
い
山
が
都
市
に
蓄
積
さ
れ
て
い
く

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

は

次
節
で
述
べ
る
吉
野
川
改
修

東
熊
野
街
道
開
通

い
た
よ
う
で
あ
る
※
４

※
１

山
が
学
校
だ

た

よ
り

高
度
経
済

需
要
も
減
り

材
を
搬
出
す
る
手
間
が
販

結
果

山
中
に
間
伐
材
が
打
ち
捨
て
ら
れ

し
ま

た

こ
れ
は
余
談
に
な
る
が

庄
三
郎
は
将
来

て
い
な
か

た
よ
う
で
あ
る

建
築
材
や

は
も
ち
ろ
ん

電
柱

鉄
道
の
枕
木
や
建
設
資
材
な
ど

当
時
の
最
先
端
技

術
に
は
ま
だ
ま
だ
木
材
が
不
可
欠
で
あ

た

ま
た
中
国
や
台
湾
な
ど
に
も

木
材
需
要
が
あ
る
こ
と
を
見
抜
き

輸
出
に
よ
る
発
展
も
見
込
ん
で
い
た

勧
業
講
話

１
０
０
年
先
を
見
て
い
た
林
業
家
も

や
が
て
鉄
と
コ
ン

ク
リ

ト
の
時
代
が
来
る
こ
と
｜
｜
｜
さ
ら
に
は
石
油
製
品
が
世
界
を
変
え
て

し
ま
う
こ
と
は

予
見
で
き
な
か

た
よ
う
で
あ
る
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が
整

て
い
ず

山
か
ら

い
も
の
だ

た

そ
の
一

し
て
人
は
米
野
菜
を
食
い

の
代か

た

と
し
て
上
市
の
商
人

も
処
分
に
困
り

や
が
て

上
納
さ
れ
て
い

た

と
い
う
こ
の
奇
妙
な
構
図

が
成
る
明
治
初
期
ま
で
続

成
長
期
以
降
こ
の
よ
う
な
間
伐
材

売
価
格
を
上
回
る
よ
う
に
な

た

て
い
る
光
景
が
一
般
的
と
な

て

木
材
需
要
が
減
少
す
る
と
は
考
え

薪
炭
材
と
い

た
従
来
形
の
需
要
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※
２
　
こ
れ
は
今
日
林
業
公
社
が
行
な

て
い
る
分
収
造
林
・
分
収
育
林
の
制
度
に

似
て
い
る

市
区
町
村
や
民
間
が
所
有
す
る
土
地
の
造
林
・
育
林
を
林
業
公

社
が
行
な
い

そ
の
収
入
を
二
者
で
折
半
す
る
仕
組
み
で
あ
る

た
だ
し
今

日
で
は
林
業
公
社
の
取
り
分
が
70
％
と
高
く
な

て
い
る

※
３

奥
山
の
ひ
と
坪
の
代
価
は
油
揚
げ
一
枚
分
に
も
満
た
な
か

た
と
い
う

評

伝

幕
末
で
豆
腐
が
一
丁
四
文

そ
の
加
工
品
で
あ
る
油
揚
げ
は
２

３

割
高
か

た

※
４

村
外
有
力
者
も
た
だ
黙

て
山
貸
し
を
続
け
た
わ
け
で
は
な
く

自
身
が
直

接
山
林
経
営
に
乗
り
出
す
こ
と
も
あ

た

上
市
の
北
村
家
な
ど
は
そ
ん
な

林
業
家
で

川
上
村
で
も
あ
ち
こ
ち
に
北
山
家
の
屋
号
を
墨
書
き
し
た
杉
立
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青
山
二
十
分
一

再
び
庄
三
郎
が
登
場
す
る

明
治
６

１
８
７
３

年

彼
が
34
才
の
時
の
こ

と
で
あ
る

山
の
大
部
分
が
村
外
有
力
者
の
所
有
と
な
り

村
が
窮
乏
し
て
い
る

の
は

林
産
物
を
運
び
出
す
手
立
て
が
整

て
い
な
い
せ
い
だ
と
気
づ
い
た

そ

こ
で
周
辺
の
村
々
に
よ
び
か
け
て

山
主
か
ら
山
の
代
価
の
20
分
の
１
を
徴
収

し

こ
れ
を
道
路
の
改
修
に
充
て
る

と
い
う
策
を
打
ち
立
て
た

い
わ
ゆ
る

青
山
二
十
分
一
の
法

で
あ
る

そ
れ
よ
り
前
の
明
治
２

３
年
頃

庄
三
郎
は
村
の
有
力
者
・
井
上
儀
助
と
謀

て
吉
野
川
を
改
修
し
て
い
る

昔
か
ら
川
上
材
は
吉
野
川
の
筏
流
し
に
よ

て

搬
出
さ
れ
て
い
た

そ
の
川
筋
の
難
所

特
に
土
倉
屋
敷
の
目
の
前
に
あ

た
大

滝

そ
し
て
現
大
淀
町
宮
滝
の
念
仏
岩
付
近

を
切
り
開
い
て

安
全
か
つ
大
量

に
木
材
を
搬
出
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
だ

そ
れ
は
そ
れ
で
一
つ
の
偉
業
だ

た
の
だ
が

し
か
し
産
業
の
近
代
化
と
い
う

意
味
で
は
限
界
が
あ

た

水
が
痩
せ
る
上
流
域
で
は
筏
が
使
え
な
い
の
は
も
ち

ろ
ん

一
本
流
し
で
さ
え
で
き
な
い
瀬
が
多
か

た

こ
う
い
う
時

川
に
仮
堰

を
設
け
て
水
量
を
あ
げ
て
お
き

材
木
を
溜
め

堰
を
切

て
一
気
に
流
す
方
法

も
あ

た

し
か
し
材
が
痛
み
や
す
く
手
間
も
か
か

た

か
と
い

て
木
材

を
搬
出
で
き
る
よ
う
な
道
路
も
な
い

比
較
的
下
流
に
あ
り

土
倉
屋
敷
が
あ

た
大
滝
村
で
さ
え

上
市
か
ら
一
斗
の
米
を
背
負

て
来
る
の
に
２
日
か
か

た

と
い
う
ほ
ど
の
険
路
し
か
な
か

た

そ
れ
以
南
が
ど
う
で
あ

た
か

推
し
て

知
る
べ
し
と
い
う
も
の
だ

こ
こ
に
道
路
を
つ
け
ら
れ
た
ら

奥
山
の
材
を
道
ま
で
下
ろ
し

そ
こ
か
ら
木

馬
や
荷
車
※
１

で
水
量
の
あ
る
場
所
ま
で
運
べ
る

そ
う
や

て
奥
山
の
材
が
楽
に

出
せ
る
よ
う
に
な
れ
ば

無
価
値
の
山
々
が
一
転
し
て
宝
の
山
と
な
る

川
上
材
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を
出
す
ば
か
り
で
は
な
い

上
市
と
の
間
に
立
ち
は
だ
か
る
五
社
峠
に
荷
車
道

を
設
け
れ
ば

上
市
と
の
購
買
も
楽
に
な

て
物
価
が
下
が
り

暮
ら
し
が
楽
に

な
る
だ
ろ
う

筏
に
乗

て
下

た
か
ら
に
は
筏
師
が
帰

て
く
る
道
筋
も
ま
た

必
要
だ

さ
ら
に
は

ま
と
も
な
道
の
な
か

た
隣
郷
北
山
郷
と
の
境

伯
母
峰

峠
に
車
道
が
開
か
れ
た
な
ら
ば

北
山
郷
の
殖
産
興
業
に
も
つ
な
が
る
は
ず
※
２

搬
路
が
整
い
安
価
で
市
場
に
出
せ
る
よ
う
に
な
れ
ば

材
木
の
価
値
が
高
ま
り

山
の
価
値
が
高
ま
り

得
を
す
る
の
は
山
主
で
あ
る

そ
う
言

て
庄
三
郎
は
村

外
有
力
者
を
説
い
て
回

た

し
か
し
な
が
ら
そ
う
い
う
帰
納
的
思
考
を
し
て
く

れ
る
有
力
者
は
ご
く
少
数
だ

た

他
村
の
道
普
請
に
金
を
出
す
こ
と
へ
の
直
感

的
な
忌
避
感
に
よ

て
拒
否
さ
れ
た

青
山
二
十
分
の
一

は
予
定
の
半
分
強

し
か
集
ま
ら
ず

そ
れ
で
も
庄
三
郎
は
私
財
を
も

て
補
填
し

改
修
に
着
手
し

た
も
の
の

中
途
で
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か

た

最
終
的
に

所
属
県
で
あ

た
堺
県
の
県
令
・
税
所
篤
の
取
り
成
し
に
よ

て

未
納
分
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き

そ
れ
を
資
金
源
と
し
て
第
一
期
東
熊
野
街
道

が
開
削
さ
れ
て
い
る

た
だ
し

徴
収
し
た
額
は
後
日
返
却
す
る

と
い
う
条

件
が
つ
い
て
い
た

い
わ
ば
一
時
的
な
融
資
と
い
う
形
だ

た
の
だ
※
３

以
上
が

評
伝

の
記
す
と
こ
ろ
の

青
山
二
十
分
一

で
あ
る

土
倉
家
文

書

文
書

近
71
｜
11
・
川
上
郷
開
路
費
上
伸
控
綴

で
補
足
す
れ
ば

集
め

た
資
金
で
ま
ず
金
禄
公
債
※
４

を
購
入
し

村
の
殖
産
で
さ
ら
に
買
い
増
し
を
し
て

そ
れ
ら
公
債
の
利
子
で
工
費
を
賄
い
つ
つ

30
年
を
満
期
と
し
て
徴
収
額
を
返
済

す
る
計
画
で
あ

た

あ

た
は
ず

控
え
を
取
り
損
ね
た
の
で
記
憶
で
書
い
て

い
る

も
し
不
足
が
生
じ
た
場
合
は
個
人
債
｜
｜
｜
お
そ
ら
く
土
倉
庄
三
郎
の
｜

｜
｜
を
発
行
し
て
穴
埋
め
す
る
と
も
あ

た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る

目
論
見
と
し
て
は
間
違

て
い
な
い

し
か
し
実
際
は

満
期
と
な
る
前
の
明
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治
23
年
に
金
禄
公
債
自
体
が
廃
止
さ
れ
て
し
ま

て
い
る

文
書
の
該
当
資
料
は

上
申
書
の
控
え
な
の
で

公
債
が
そ
の
後
ど
う
な

た
か
ま
で
は
語

て
く
れ
な

い

前
記
の
資
金
繰
り
も
こ
の
通
り
実
行
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る

も
し
前
述
の
通
り
で
あ

た
な
ら
相
当
な
額
を
補
填
せ
ね
ば
な
ら
な
か

た
だ
ろ

う

そ
う
し
て
そ
れ
が
で
き
る
の
は
・
・
・
土
倉
庄
三
郎
し
か
い
な
か

た

何
度
で
も
書
く

土
倉
庄
三
郎
は
と
に
か
く
よ
く
金
を
出
し
た

設
立
資
金
や

寄
付
金
と
し
て
寄
せ
た
額
は
他
人
よ
り
多
い
の
が
普
通
で

時
に
一
桁
多
い
額
で

あ
る
こ
と
さ
え
あ

た

金
を
湯
水
の
ご
と
く
に
使
う

と
い
う
言
葉
が
あ
る

が

こ
と
公
共
の
用
に
対
し
て
は
そ
の
よ
う
な
態
度
で
あ

ほ
ど
わ
か
る

む
し
ろ
物
持
ち
が
物
持
ち
の
存
在
意
義

レ
ゾ
ン
デ
ト

ル

と

て
い
る
か
の
よ
う
な

義
務
感
や
潔
さ
と
で
も
い
う
べ
き

沢
南
岳
が
彼
を
評
し
た
撰
に

積
ん
で
良
く
散
ず
る
稀
代

言
葉
が
あ
る
※
５

が

ま
こ
と
に
当
を
得
て
い
る

※
１

木
馬
と
は

道
に
桟
木
を
渡
し

そ
の
上
を

下
り
で
あ
れ
ば
一
人
で
二
十
石
を
出
す
こ
と

長
10
ｍ
弱
の
杉
丸
太
４

５
本

重
さ
に
し

車
は
や
や
特
殊
で

荷
台
が
人
の
肩
幅
ほ
ど

人
で
担
ぐ
こ
と
も
で
き
た

こ
れ
は

吉
野

く
わ
か
る

近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ

東熊野街道Ｏｄｙｓ東熊野街道Ｏｄｙｓ

木馬による搬出作業のようす（「山が学校

だった」より引用・小久保昌巳氏蔵）
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た
こ
と
が
嫌
と
い
う

認
識
し
て
資
金
提
供
し

も
の
さ
え
感
じ
る

藤

の
豪
族
な
り

と
い
う

ソ
リ
で
曳
い
て
運
搬
す
る
方
法

が
で
き
た
と
い
う

径
30
cm
×

て
２
ト
ン
ほ
ど

川
上
村
の
荷

し
か
な
い
小
型
の
も
の
で

一

林
業
全
書

の
図
を
見
る
と
よ

参
照
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※
２

明
確
な
記
述
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が

こ
の
新
道
に
よ

て
木
材
搬
出
の

す
べ
て
を
行
な
お
う
と
い
う
も
の
で
は
な
か

た
ら
し
い

吉
野
川
の
筏
流

し
は
新
道
開
設
後
も
続
け
ら
れ

そ
れ
が
出
材
の
大
部
分
を
担

て
い
た

ま
た
川
上
村
で
は
搬
力
を
人
力
に
頼
る
傾
向
が
強
く

牛
や
馬
を
使
い
出
す

の
は
戦
後
に
な

て
か
ら
だ
と
い
う

山
が
学
校
だ

た

後
に
述
べ
る

五
社
峠
道
は

い
く
ら
緩
傾
斜
だ
と
い

て
も
登
り
勾
配
で
あ

て

こ
こ

を
人
が
曳
い
て
登

た
と
は
考
え
に
く
い

む
し
ろ
純
粋
に
交
通
の
た
め

あ
る
い
は
吉
野
川
が
渇
水
で
ど
う
に
も
な
ら
な
い
時
の
た
め
の
非
常
用
搬
路

と
い
う
意
味
合
い
が
強
か

た
も
の
と
思
わ
れ
る

※
３

そ
も
そ
も
庄
三
郎
は
明
治
二
年

県
か
ら

水
陸
開
路
御
用
掛

を
命
じ
ら

れ
て
い
る

評
伝

を
読
ん
だ
限
り
で
は
こ
れ
は
吉
野
川
改
修
の
た
め
の
職

で
あ
り

一
方
で
二
十
分
一
の
法
は
東
熊
野
街
道
の
た
め
に
編
み
出
さ
れ
た

東熊野街道Ｏｄｙ東熊野街道Ｏｄｙ
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方
策
の
よ
う
に
読
み
取
れ
て
し
ま
う
が

お
そ
ら
く
両
方
の
工
事
を
行
な
う

た
め
に
任
命
さ
れ
た
職
で
あ

て

二
十
分
一
も
両
の
改
修
に
充
て
る
べ
き

も
の
で
あ

た
の
で
は
な
い
か

こ
れ
に
つ
い
て
は
文
書
を
詳
し
く
読
み
込

む
こ
と
が
で
き
な
か

た
の
で

と
り
あ
え
ず
は

評
伝

に
倣

て
お
く

※
４

明
治
維
新
の
直
後

幕
府
か
ら
武
士
に
支
給
さ
れ
て
い
た
秩
禄

給
金
・
要

は
米

を
廃
止
す
る
か
わ
り

そ
の
秩
禄
に
応
じ
た
公
債
を
発
行
し
た

こ

れ
が
金
禄
公
債
で
あ
る

そ
れ
を
売
買
し
資
本
と
す
る
こ
と
で
旧
士
族
の
自

立
を
う
な
が
す
計
画
だ

た
が

い
わ
ゆ
る

士
族
の
商
法

で
失
敗
し

没
落
す
る
も
の
も
多
か

た

※
５

宇
野
嶺
碑
よ
り

次
々
節
参
照
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第
一
期
東
熊
野
街
道

今
後
述
べ
て
い
く
こ
と
に
な
る
東
熊
野
街
道
は

庄
三
郎
の
非
常
な
尽
力

た
こ
と
か
ら

土
倉
道

と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る

だ
が
真
に
最
初
の

者
は
彼
で
は
な
く

北
山
郷
の
人
だ

た

川
上
郷
よ
り
も
北
山
郷
側
の
資

豊
富
に
残
さ
れ
て
い
る
し

土
倉
土
倉
と
書
き
過
ぎ
た
感
も
あ
の
で

こ
こ

北
山
郷
視
点
を
中
心
に
し
て
記
述
す
る
こ
と
に
し
よ
う

詳
細
は
個
々
の
探

ポ
の
時
に
し
て

こ
こ
で
は
概
略
の
み
と
す
る

古
来

北
山
郷
か
ら
伯
母
嵂
峰
を
越
え
て
川
上
郷
へ
向
か
う
街
道
は
存
在

か

た

北
山
郷
か
ら
大
和
へ
向
か
う
に
は

大
峰
山
脈

の
峰
伝
い
に

現
・
天
川
村

へ
出
る
道
筋
が
利
用
さ
れ
て
い
た

昔
時
は
伯
母
峯
に
は
道
筋
御
座
無
く
候
大
和
よ
り
用
事
御
座

ば
天
ノ
川
よ
り
大
峯

大

峰

山

に
川
合

河

合

村
西
野

西

原

村
ま
た
は
白
川
村
之
内
小
代

古

え

通
ひ
申
候
慶
長
十
一
丙
午
年
初
て
伯
母
峯
え
道
付
申
候
夫
よ
り
伯
母

峯
通
路
成
申
候
伯
母
峯
と
は
中
頃
よ
り
申
候
慶
長
十
一
年
よ
り
宝
永

五
戌
子
年
迄
凡
百
三
年
に
成
申
候

宝
永
５

１
７
０
８

年

和
州
吉
野
郡
北
山
上
組
百
人
御
杣
役
由
緒
並

来
歴
覚

・

上
北
山
村
の
地
理

よ
り
引
用

注
釈
筆
者

こ
の
古
文
書
の
慶
長
11

１
６
０
６

年
に
作
ら
れ
た
と
い
う
新
道
は

中
根

と
呼
ば
れ

小
橡
か
ら
尾
根
筋
に
上
が
り

辻
堂
山
の
横
を
絡
ん
で
伯
母
嵂
峰

の
山
頂
に
達
し

そ
こ
か
ら
川
上
郷
へ
下

て
い
た
と
い
う

伯
母
峰
峠
を
越
え
る
道
筋
が
作
ら
れ
た
の
は
そ
の
次
で
あ
る

文
政
年
間

１
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候
は

代

が
あ

先
覚

料
が

で
は

索
ル

し
な

天
川

もも

http://www.mapion.co.jp/m/basic/34.24216540221124_135.858452836834_7/t=simple/size=600x550/icon=home,135.858452836834,34.24216540221124
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８
１
８

１
８
２
９

に
北
山
郷
西
野
村

現
・
上
北
山
村
西
原

の
岩
本
利
右

衛
門
と
い
う
人
が
開
い
た
と
い
う
記
録
が
残

て
い
る

小
橡
で
は
な
く
そ
の
西

隣
の
谷
を

白
川

河
合

西
原
と
つ
な
い
で
伯
母
峰
峠
へ
至
る
と
い
う

今
で

い
う
旧
国
道
の
筋
と
同
じ
も
の
で
あ
る

従

て
最
初
に
こ
の
道
を
改
修
を
し
た

の
は
彼
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る

無
論

新
し
く
開
い
た
と
い
う
ば
か
り
で

実
際
は
徒
渉
も
ま
ま
な
ら
な
い
悪

路
で
あ

た

そ
の
悪
路
を
わ
ざ
と
求
め
た
か
の
よ
う
に
天
誅
組
残
党
が
越
え
て

い

た

な
お
こ
の
新
道
が
開
か
れ
た
時

峠
の
麓
に
休
泊
所
が
置
か
れ
た
と
い

い

そ
の
名
残
り
で
あ
る
在
所

新
茶
屋

が
旧
版
地
形
図
に
記
さ
れ
て
い
る

土
倉
庄
三
郎
が
街
道
開
削
を
志
し

そ
の
手
始
め
と
し
て
五
社
峠
の
改
修
に

着
手
し
た
の
が
明
治
６

１
８
７
３

年

そ
の
３
年
後
に
北
山
郷
と
川
上
郷
が

協
議
し
て
伯
母
峰
越
の
改
修
が
計
画
さ
れ
て
い
る

川
上
郷
は
土
倉
庄
三
郎
が

北
山
郷
は
戸
長
水
口
伝
一
郎
が
中
心
と
な

て
立
ち
回
り
を
演
じ
た

志
半
ば
で
終
わ
る
と
こ
ろ
だ

た
青
山
二
十
分
の
一
計
画
も

こ
の
合
議
に
よ

て
息
を
吹
き
返
し
た
よ
う
で
あ
る

い
か
に
北
山
郷
が
道
を
つ
け
た
と
し
て
も

川
上
郷
の
側
に
道
が
な
け
れ
ば
意
味
が
な
く

両
郷
同
時
の
道
普
請
と
な
る
と
県

レ
ベ
ル
の
土
工
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い

県
の
お
墨
付
き
を
貰
え

そ
れ
を
楯

に
し
て
二
十
分
一
を
徴
収
で
き
る

か
ら
で
あ
る

明
治
13

１
８
８
０

年

堺
県
か
ら
工
費
の
補
助
と
と
も
に
伯
母
峰
開
削
の
達
書
が
下
さ
れ
て
い
る

文

書

近
71
｜
３
・
伯
母
峯
越
之
道
路
開
路
達
書
控

大
和
国
五
大
区
五
小
区

道
路
ヲ
修
メ
運
輸
ノ
便
ヲ
起
ス
ハ
地
方
産
物
ノ
価
格
ヲ
増
シ
輸
入
物

品
ノ
価
ヲ
減
ジ
殖
産
富
強
ノ
要
務
ニ
□
□
□
□
区
内
伯
母
谷
村
ヨ
リ

小
橡
村
ニ
達
ス
ル
字
伯
母
峯
ノ
如
キ
ハ
両
区
ノ
間
ニ
壁
立
シ
物
価
運

輸
ノ
不
便
言
フ
ベ
カ
ラ
ズ
依
テ
伯
母
村

︵

谷

︶

字
伯
母
谷
川
ヨ
リ
西
野

西

原

村
ヲ
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経
川
合

河

合

村
ニ
達
ス
ル
道
路
ヲ
修
築
運
輸
ノ
便
ヲ
開
キ
左
様
至
急
協
議

ヲ
遂
ゲ
工
業
着
手
速
ニ
□
□
□
相
達
侯
事

︵

？

︶

明
治
十
二
年
十
月
廿
一
日
　
堺
県

工
事
は
直
ち
に
始
ま
り

北
山
郷
は
伯
母
峰
峠
か
ら
七
色
一
谷

現
在
の
七
色
貯

水
池
付
近

紀
伊
・
大
和
国
境

に
至
る
十
一
里

約
40
km

を
明
治
14
年
に
完
成

さ
せ
た

川
上
郷
も
伯
母
峰
の
開
路
に
加
え

伯
母
谷
か
ら
五
社
峠
に
至
る
区
間
も

修
築
し

総
延
長
八
里
余
り

約
32
km

を
竣
工
さ
せ
て
い
る

明
治
16
年

同

21
年
２
月
に
は
甲
種
里
道
に
指
定
さ
れ
た

上
北
山
村
誌

東
熊
野
街
道
の
改
修
に
つ
い
て
は
北
山
郷
の
ほ
う
が
豊
富
に
資
料
が
あ
り

路
線

の
変
更
箇
所
や
工
費
総
額
な
ど
も
は

き
り
し
て
い
る

例
え
ば

上
北
山
村
誌

に
は
工
費
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る

工
費
総
額

六
千
八
百
六
拾
八
円
五
拾
壱
銭
参
厘

各
大
字
領
内
内
訳

西
原
領
自
伯
母
峰
至
河
合
峠
　
三
千
六
百
二
円
四
拾
弐
銭
七
厘

河
合
領
自
河
合
峠
至
獺
越
峠
　
千
四
百
六
十
六
円
九
拾
五
銭
四
厘

白
川
領
自
獺
越
峠
至
前
鬼
川
　
千
七
百
九
十
九
円
拾
参
銭
弐
厘

財
源県

補
助
金

二
千
三
百
三
十
三
円
三
十
三
銭
三
十
三
厘

寄
付
金

壱
百
円
　
西
原
岩
本
弥
兵
衛
氏
寄
付

積
立
金

五
千
百
十
七
円
拾
九
銭
七
厘

但
　
此
積
立
金
は
明
治
五
年
開
産
金
創
始
以
来
其
一
部
を
開
路
充
当

と
し
て
積
立
し
た
る
も
の
な
り
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岩
本
弥
兵
衛
は
文
政
の
新
道
を
開
い
た
利
右
衛
門
の
孫
で
あ
る
※
１

祖
父
の
意

志
を
継
ぐ
形
で
改
修
事
業
に
当
た
り

自
ら
も
西
原
領
工
区
の
工
事
監
督
を
し

ま
た
寄
付
１
０
０
円
を
寄
せ
て
い
る

彼
と
庄
三
郎
と
は
似
た
と
こ
ろ
が
あ
り

彼
も
地
元
に
小
学
校
を
建
て
た
り

吉
野
倶
楽
部

を
立
ち
上
げ
て
吉
野
地
方

で
初
め
て
自
由
民
権
運
動
を
行
な

た
り
し
て
い
る

の
ち
に
村
長
を
務
め
た
が

そ
の
職
務
の
最
中

明
治
23

１
８
９
０

年
に
急
逝

彼
を
讃
え
た
公
徳
碑
が

上
市
の
寺
に
置
か
れ
て
い
た

吉
野
郡
史
料

が

い
ま
は
別
の
場
所
に
移
さ

れ
て
い
る

具
体
的
に
ど
こ
を
通

て
い
た
か
に
つ
い
て
は

上
北
山
村
の
地
理

に
詳
し

い

峠
か
ら
新
茶
屋
を
経
て
北
山
川
を
渡
り

こ
こ
か
ら
日
浦
ま
で
登

て
か

ら

在
所
は
ず
れ
の
八
幡
神
社
を
巻
い
て
再
び
北
山
川
に
降
り
て
い
た

上
北
山

村
の
中
心
で
あ
る
河
合
か
ら
も
河
合
峠
を
越
え
て
白
川
に
降
り

白
川
か
ら
小

峠
山
の
鞍
部
を
登
り
越
え
て

下
北
山
村
の
中
心
在
所
で
あ
る
池
原
に
達
す
る

と
い
う
具
合
に
登

た
り
下

た
り
を
繰
り
返
す
道
で
あ

た
よ
う
だ

日
浦
を

除
く
在
所
は
す
べ
て
川
べ
り
に
あ
る
た
め

峠
越
え
を
す
る
必
要
な
ど
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が

そ
れ
が
必
要
な
ほ
ど
に
北
山
川
は
蛇
行
し
て
い

る
の
で
あ
る
※
２

肝
心
の
川
上
村
側
は

ま
と
ま

た
資
料
が
ほ
と
ん
ど
な
く

現
地
探
索
を
始

め
た
当
初
は
ほ
と
ん
ど
五
里
霧
中
と
い

た
状
態
だ

た
※
３

土
倉
家
文
書
に
当

た

た
こ
と
で
か
な
り
明
確
に
な

た
の
だ
が

そ
れ
は
現
地
調
査
を
終
え
た
後

の
こ
と
だ

結
果
と
し
て
探
索
箇
所
が
第
一
期
街
道
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
ら
れ

た

探
索
の
臨
場
感
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
ゆ
え

こ
こ
で
は
詳
し

く
述
べ
な
い

一
つ
だ
け

評
伝

の
誤
り
と
思
わ
れ
る
も
の
を
指
摘
す
る
に
止

め
て
お
く

評
伝

で
は
土
倉
庄
三
郎
が
こ
の
第
一
期
工
事
に
対
し
て

十
数
万
金
を
費
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や
し
た

と
書
か
れ
て
い
る

当
時
の
私
財
の
１
／
３
を
注
ぎ
込
ん
だ
と
も
言

わ
れ
る

と
も
あ
る

し
か
し
土
倉
家
文
書
を
見
る
限
り
で
は

確
か
に
多
額
の

資
金
を
投
入
し
て
い
る
も
の
の

十
数
万
円
を
超
え
る
よ
う
な
超
大
金
で
は
な
い

工
事
は
伯
母
峰
峠
｜
上
多
古

上
多
古
｜
高
原

そ
れ
以
北
と
い

た
具
合
に
何

期
か
に
分
け
て
行
な
わ
れ

そ
の
う
ち
伯
母
峰
峠
｜
上
多
古

上
多
古
｜
高
原
の

２
工
区
に
つ
い
て
は
工
費
明
細
に
目
を
通
す
こ
と
が
で
き
た

そ
れ
に
よ
れ
ば
こ

の
２
工
事
の
総
工
費
は
１
万
３
７
０
０
余
円

う
ち
１
３
０
０
円
が
県
補
助
で

こ
の
２
工
区
で
６
里
近
く
は
あ
る
は
ず
だ
か
ら

残
り
に
そ
の
数
倍
の
工
費
が
か

か

た
と
は
考
え
に
く
い

ま
た

土
倉
庄
三
郎
が
建
て
替
え
た
工
費
に
つ
い
て

も
そ
の
利
子
が
支
払
わ
れ
て
い
る

支
出
と
し
て
計
上
さ
れ
て

喜
捨
と
い
う
わ
け
で
は
な
か

た
よ
う
な
の
だ

た
だ
し

伯
母
峰
峠
｜
上
多
古
間
だ
け
で
６
０
０
０
円
余
り
の

れ
て
い
る
こ
と
は

ぜ
ひ
頭
に
入
れ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い

の
工
費
に
匹
敵
す
る
額
が

こ
の
区
間
に
費
や
さ
れ
て
い
る
こ
と

確
か
に

そ
れ
ほ
ど
の
道
で
あ

た
の
だ

※
１

そ
の
こ
と
を
明
確
に
記
し
た
資
料
が
あ
る

奈
良
県
吉

利
右
衛
門
の
素
性
を
深
く
掘
り
下
げ
な
が
ら
弥
兵
衛
と

な
い
書

ふ
る
さ
と
天
嵂
瀬

も
あ
る

記
述
で
は

※
２

今
日

河
合
よ
り
下
流
の
街
道
筋
は
池
原
ダ
ム
に
よ

第
一
期
街
道
が
越
え
た
峠
の
一
つ

小
峠
山
の
鞍
部

れ
て
い
る

湖
化
し
た
こ
と
で
付
け
替
え
道
路

国
道

い
位
置
を
通
る
こ
と
に
な
り

か
つ
て
の
峠
だ
と
意
識

鞍
部
を
越
え
て
い
る
の
で
あ
る

※
３

大
正
15
年
に
川
上
村
役
場
が
全
焼
し

伝
記
や
古
文
書
の
類
い
が
多
く
失
わ

れ
て
い
る

ま
た
昭
和
38
年
に
は
伊
勢
湾
台
風
に
よ

て
村
全
体
が
壊
滅
的

な
打
撃
を
受
け
た

そ
ん
な
こ
ん
な
で
近
世
近
代
の
一
次
資
料
が
極
端
に
少

な
い
の
で
あ
る

川
上
村
は

ｓｅｙ　−　樹喜王のことどもｓｅｙ　−　樹喜王のことども

い
る

全
く
の

工
費
が
投
入
さ

北
山
郷
内
11
里

を

そ
う
し
て

野
郡
史
料

一
方

の
関
係
に
触
れ
て
い

前
者
に
拠

た

て
水
没
し
て
い
る
が

だ
け
は
今
も
利
用
さ

１
６
９
号
線

が
高

す
る
こ
と
な
く
そ
の



第
二
期
東
熊
野
街
道

第
一
期
改
修
か
ら
約
20
年
後

再
び
伯
母
峰
峠
道
の
改
修
が
企
て
ら
れ

実
行

さ
れ
て
い
る

正
確
な
年
度
は
資
料
に
よ

て
ま
ち
ま
ち
だ
が

上
北
山
村
の

地
理

で
は
明
治
29
年
に
川
上
村
と
上
下
北
山
村
の
連
名
で

伯
母
谷

池
原
間

の
改
修
を
願
い
出
た
と
あ
る

そ
の
結
果

明
治
33
年
に
県
道
編
入
が
決
ま
り

吉
野
郡
史
料

で
は
明
治
30
年
２
月
に
仮
定
県
道
編
入
と
あ
る

北
山
郷
の

側
で
は
翌
々
年
か
ら
工
事
に
着
手

43
年
に
す
べ
て
の
工
事
を
終
え
て
い
る
※
１

こ
の
改
修
に
つ
い
て
も
や
は
り
北
山
郷
の
側
の
資
料
が
豊
富
で
あ
る

例
え
ば

上
北
山
村
の
地
理

で
は
そ
の
ル

ト
変
遷
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る

曰

く
日
浦
の
登
り
降
り
が
丸
々
迂
回
さ
れ

北
山
川
に
沿
う
新
ル

ト
が
附
け
ら
れ

た

ま
た
小
峠
の
峠
越
え
も
廃
止
さ
れ
て
川
筋
に
沿
う
道
に
改
め
ら
れ
て
い
る

河
合
峠
は
引
き
続
き
利
用
さ
れ
た

改
修
予
算
の
変
化
も
わ
か
る

明
治
33
年
に
改
修
が
決
ま

た
時

街
道
全
体

の
改
修
費
用
は

総
予
算

十
万
二
百
八
十
三
円
五
十
銭

内
訳

上
北
山
村

四
万
六
千
二
百
九
十
三
円
六
銭
七
厘

下
北
山
村

八
千
五
百
七
十
九
円
六
十
七
銭
四
厘

川
上
村

一
万
千
九
百
八
十
二
円
九
十
三
銭
六
厘

と
見
積
も
ら
れ
て
い
た

し
か
し
そ
の
４
年
後
に
日
露
戦
争
が
勃
発

物
価
が

高
騰
し

最
終
的
に
は
上
北
山
村
だ
け
で
15
万
円
余
り
も
の
支
出
に
な

て
い
る
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東
熊
野
街
道
改
修
施
行
精
算
概
要

一
金
　
七
万
八
千
三
百
二
円
〇
二
銭
八
厘

上
北
山
村
工
事
請
負
総
額

一
金

二
六
六
五
〇

〇
〇

〇

本
村
四
大
字
寄
附
金
受
入

一
金

五
一
〇
〇

〇
〇

〇

水
分
神
社
林
払
下
売
却
益
金
四
一
〇
〇
円

寄
附
金
預
金
利
子
一
〇
〇
〇
円

一
金

一
五
五
〇
二

一
八

四

村
費
よ
り
受
入

一
金

一
四
八
八
三

八
一

二

土
地

道
敷

県
売
込
代
金
受
入

合
計

一
四
〇
四
三
八

〇
二

三

支
出

一
金

六
九
二
七
五
円
二
六
銭
四
厘

本
村
領
工
事
費
支
払

総
額

一
金

一
二
四
六
一

五
七

八

雑
費
支
出

一
金

二
一
六
八
〇

一
七

四

金
利
支
出

一
金

四
六
二
九
三

〇
六

七

寄
附
金
県
庁
納

合
計

一
四
九
七
一
〇

〇
六

〇

収
支
差
引

九
二
七
二

〇
六

〇

不
足
額

明
治
四
四

四
五
村
費
よ
り
支
償

北
山
郷
で
は
上
北
山
村
長
で
あ

た
福
田
亀
治
郎
が
中
心
と
な

て
動
き

自

身
も
ま
た
千
円
台
の
寄
附
を
寄
せ
て
い
る

住
民
の
寄
附
は
両
郷
あ
わ
せ
て
現
金

寄
附
７
２
４
４
円
６
０
銭

山
林
寄
附
３
万
８
０
３
０
円
１
０
銭
３
厘

村
寄
附

９
１
８
円
３
６
銭
４
厘

計
４
万
６
２
９
３
円
６
銭
７
厘
に
達
し
た

そ
の
褒
美

と
し
て
賞
勲
局
か
ら
賞
状
金
銀
杯
が
下
賜
さ
れ
て
い
る
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川
上
村
側
は

村
か
ら
１
万
２
０
０
０
円
を
供
出
し

明
治
38
年
に
伯
母
峰
峠

大
迫
間
を
改
修
し
て
い
る

ま
た
こ
の
改
修
に
引
き
続
い
て
大
迫
か
ら
下
多

古
出
合

人
知
ま
で

明
治
42
年

迫
ま
で

明
治
43
年

寺
尾

大
滝
ま

で

大
正
２
年

と
い
う
ふ
う
に
南
か
ら
順
に
改
修
工
事
が
進
め
ら
れ
た

吉

野
郡
史
料

そ
の
結
果
大
正
年
間
に
は
全
改
修
を
終
え

上
市
か
ら
下
北
山
村

ま
で
バ
ス
が
通
う
よ
う
に
な

た

こ
の
改
修
に
対
し

土
倉
庄
三
郎
が
ど
の
よ
う
な
態
度
で
臨
ん
だ
の
か

残
念

な
が
ら
よ
く
わ
か
ら
な
い

評
伝

の
な
か
で
も
小
さ
な
扱
い
と
な

て
い
る

明
治
33
年
は
庄
三
郎
還
暦
の
年
で
あ

て

こ
の
頃
の
彼
は
全
国
各
地
の
植
林
指

導
に
多
忙
な
日
々
を
送

て
い
た

そ
の
一
方
で
還
暦
祝
い
と
し
て
五
社
峠
の
再

改
修
を
計
画
し
た
り
し
て
い
る

こ
の
五
社
峠
再
改
修
は
土
倉
庄
三
郎
の
ス
ケ

ル
の
大
き
さ
を
物
語
る
重
要
な
エ
ピ
ソ

ド
な
の
だ
が

現
地
ル
ポ
と
合
わ
せ
て

お
楽
し
み
い
た
だ
こ
う
と
思

て
い
る

ま
た

勘
の
鋭
い
方
な
ら

五
社
峠
と

今
日
の
県
道
２
６
２
号
線

吉
野
川
に
沿

て
下
り

吉
野
町
国
栖
回
り
で
伊

勢
街
道
に
達
す
る
道

と
の
兼
ね
合
い
が
気
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う

こ
こ
に
も
面

白
い

“駆
け
引
き
”
が
眠

て
い
る

合
わ
せ
て
ル
ポ
し
た
い

な
お
こ
の
県
道

路
線
は
西
河

東
川

う
の
か
わ

を
結
ぶ
村
道
と
し
て
明
治
40
年
に
改
修
さ
れ
た
の
が
端
緒

と
な

て
い
る

吉
野
郡
史
料

そ
れ
以
前
は
か
す
か
な
捷
路
が
あ
る
だ
け

で
あ

た
よ
う
だ

こ
の
地
方
の
最
も
古
い
地
形
図
は
明
治
44
年
測
量
の
陸
測
五
万
図
で

こ
れ
に

記
載
さ
れ
て
い
る
県
道
が
改
修
第
二
期
の
東
熊
野
街
道
と
い
う
こ
と
に
な
る

吉
野
山

記
載
の
五
社
峠
に
は
そ
こ
を
越
え
る
太
い
二
重
線
が
描
か
れ
て
い
て

峠
が
県
道
で
あ

た
時
期
が
確
か
に
あ

た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る

山
上
嵂

嶽

大
台
嵂
原
山

は
伯
母
峰
峠
付
近
の
道
筋
が
今
い
う
国
道
１
６
９
号
線
の

旧
線
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

伯
母
谷
の
在
所
の
下
を
通
り
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山
葵

わ
さ
び

谷
に
入

て

そ
の
奥
で
伯
母
嵂
峰
の
山
腹
に
取
付
き

は
す
に
登
り
上
げ

て
ゆ
く
と
い
う
道
筋
だ

こ
の
道
筋
が
拡
幅
・
舗
装
さ
れ

国
道
１
６
９
号
線
と

な
り
・
・
・
と
い
う
姿
を
容
易
に
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る

し
か
し

こ
の
前

に
も
う
一
つ
の
東
熊
野
街
道
｜
｜
｜
第
一
期
東
熊
野
街
道
が
あ

た
こ
と
を
想
像

で
き
る
人
は

ほ
と
ん
ど
い
な
い
だ
ろ
う

参
考
ま
で
に
ス
キ
夋
ン
を
添
付
す
る

暇
な
と
き
に
道
筋
を
追

て
み
て
ほ
し
い

な
お

こ
の
時
三
重
県
側
の
街
道
筋
も
整
備
さ
れ
て
い
る

三
重
側
で
は
大
和

街
道
・
吉
野
街
道
と
も
呼
ば
れ
た

終
点
は
熊
野
街
道
小
坂
峠
で
あ
る

※
１
　

東
熊
野
街
道

と
い
う
名
称
は
こ
の
時
生

母
峰
越
の
ル

ト
が
熊
野
古
道

・

・

と
し
て
利
用

か
わ
ら
ず

東

熊
野
街
道

と
呼
ば
れ
る

県
庁
所
在
地
か
ら
み
て
道
が
向
か
う
方
向
を

東

西

を
使
い
分
け
た
結
果
で
あ
る
ら
し

五
條
か
ら
南
下
し
て
丹
生
川
を
遡
り

天
辻

に
沿

て
池
原
に
向
か
う
路
線

い
ま
の
国

と

て
の
も
う
一
つ
の
熊
野
街
道

す
な
わ

こ
の
筋
が
開
け
る
の
は
比
較
的
古
く

実
際

も
あ
る

そ
の
存
在
が
先
に
あ

て

そ
れ

新
道
を

東
熊
野
街
道

と
呼
ぶ
よ
う
に
な

で
あ
る
な
ら
ば

明
治
10
年
代
に
開
削
さ
れ

東
熊
野
街
道

と
呼
ぶ
の
は

本
当
は
間
違

は
街
道
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
や
改
修
さ
れ
た

便
宜
的
に
そ
う
呼
ぶ
こ
と
に
す
る

本
当
の
意
味
で
の

熊
野
街
道

は

両
者

渡
り
道
で
あ

た

大
和
上
市
で
吉
野
川
を

大
峰
山
寺

山
上
が
岳

大
普
賢
岳
と
並
み

本
宮
へ
向
か
う
も
の
で
あ
る

今
日
で
は

大
峰
奥
駆
道

と
い
う
名
称
で

熊
野
古
道
の
一
つ
と
な

て
い
る

こ
の
道
は
宗
教
の
道
と
い
う
意
味
合
い

が
強
く

川
上
村
側
で
は
交
易
に
利
用
さ
れ
た
痕
跡
が
ほ
と
ん
ど
な
い

上

北
山
村
で
は
中
根
と
並
ん
で
重
要
な
交
通
路
で
あ

た
が

や
は
り
そ
の
険

し
さ
か
ら
敬
遠
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

東熊野街道Ｏｄｙ東熊野街道Ｏｄｙ
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ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

伯

さ
れ
た
こ
と
は
な
く

に
も
か

の
は

奈
良
県
の
県
道
と
し
て

冠
し
た
の
と

一
県
の
な
か
で

い
峠
を
越
え

天
ノ
川

十
津
川

道
１
６
８
号
線

が
奈
良
県
に

ち

西
熊
野
街
道

で
あ

た

に
熊
野
詣
で
に
使
わ
れ
た
こ
と

に
な
ら
う
形
で
伯
母
峰
越
え
の

た
も
の
ら
し
い

た
伯
母
峰
越
え
を

第
一
期

い
な
の
だ
が
・
・
・

こ
こ
で

範
囲
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら

の
間
に
連
な
る
大
峰
山
系
の
峰

渡
り

峰
に
取
付
い
て
吉
野
山

居
る
名
峰
を
駆
け
抜
け
て
熊
野

ｓｓｅｙ　−　樹喜王のことどもｓｓｅｙ　−　樹喜王のことども
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五
社
峠

西
河

大
滝

迫

北
塩
谷

東
川

南
国
栖

新
子

宮
滝

楢
井

白
屋

人
知

井
戸

武
木

井
光

白
川
渡

北
和
田

下
多
古

上
多
古

柏
木

上
谷

大
迫

入
之
波

筏
場

伯
母
谷

新
茶
屋

日
浦

西
原

天
嵂
瀬

伯
母
峰
峠

吉野山

山上ヶ岳 大台ヶ原山

吉野町吉野町

川上村川上村

上北山村上北山村

引用：陸地測量部1:50,000地形図
いずれも明治44年測図、大正2年製版
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河
合

失
尾

戸
賀
野

白
川

河
合
峠

古
代

音
枝

池
原

池
峰

佐
田

浦
向

小
井

下
桑
原

川
口

土
場

桃
崎

寺
谷

和
田

小
坂
峠

神
山

野
口

佐
渡

釈迦ヶ岳 尾鷲

木本十津川

上北山村上北山村

引用：陸地測量部1:50,000地形図
いずれも明治44年測図
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五郷村五郷村

飛鳥村飛鳥村



以
降

見
通
し
を
よ
く
す
る
た
め

明
治
の
改
修
以
降
今
日
に
至
る
ま
で
を
ざ

と
述

べ
て
お
く

街
道
の
最
難
所
で
あ
る
伯
母
峰
峠
に
初
め
て
ト
ン
ネ
ル
が
穿
た
れ
る
の
は
昭

和
15
年
の
こ
と
で
あ
る

峠
の
わ
ず
か
数
十
ｍ
下
を
抜
け
る
だ
け
の
も
の
だ
が

こ
れ
に
よ

て
大
型
車
両
の
通
行
が
可
能
に
な
り

両
郷
交
通
の
発
展
に
大
き
く

寄
与
し
た

昭
和
28

１
９
５
３

年
に
国
道
１
６
９
号
線
に
昇
格

昭
和
36

１
９
６
１

年
に
は
伯
母
峰
峠
近
く
か
ら
大
台
嵂
原
山
頂
に
通
じ
る
ド
ラ
イ
ブ
ウ
炻
イ
が
つ
け

ら
れ

東
熊
野
街
道
は
登
山
の
ア
プ
ロ

チ
路
と
し
て
一
躍
脚
光
を
浴
び
始
め
る

こ
の
時
も
峠
直
下
に
隧
道
が
作
ら
れ
て
い
る

大
台
口
隧
道

※
１

昭
和
40
年
代
に
は
大
迫
ダ
ム
の
建
設
が
始
ま
り

そ
れ
に
呼
応
す
る
か
た
ち

で
路
線
も
大
改
修
さ
れ
て
い
く

五
社
峠
周
辺
は
伊
勢
街
道
と
の
分
岐
直
後
に
中
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山
ト
ン
ネ
ル

昭
和
45
年
竣
工

が

峠
直
下
に
五
社
ト
ン
ネ
ル

昭
和
48
年
竣

工

が
作
ら
れ

そ
れ
ま
で
吉
野
川
沿
い
を
走

て
い
た
国
道
が
五
社
峠
へ
と
戻

て
き
た

か
つ
て
１
斗
の
米
を
背
負
い

２
日
が
が
り
で
通

た
と
い
う
大
滝

も

今
や
自
転
車
で
す
ら
30
分
の
世
界
だ

昭
和
41

１
９
６
６

年
に
は
新
伯

母
峰
ト
ン
ネ
ル
も
完
成
し

最
高
所
標
高
を
２
５
０
ｍ
も
引
き
ず
り
下
ろ
し
て
い

る
平
成
に
入

て
か
ら
は
大
滝
の
上
手
に
大
滝
ダ
ム
が
完
成

以
南
下
多
古
ま

で
の
旧
国
道
が
湖
中
に
没
す
る
運
命
に
あ
る

し
か
し
第
一
回
目
の
試
験
湛
水
に

よ

て
大
規
模
な
地
滑
り
が
発
生

そ
の
対
策
の
た
め
未
だ
に
ダ
ム
は
空
の
ま
ま

だ

山
腹
を
通
る
真
新
し
い
国
道
か
ら
谷
底
を
見
下
ろ
せ
ば

在
り
し
日
の
旧
国

道
や
集
落
跡

そ
こ
へ
渡

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
吊
り
橋
の
主
塔
な
ど
を
見
る
こ

と
が
で
き
る

世
紀
が
変
わ
る
前
後
に
は
伯
母
谷
｜
伯
母
峰
ト
ン
ネ
ル
間
が
大
改
修
さ
れ
た

伯
母
谷
道
路
と
も
称
さ
れ
る
そ
の
区
間
は

ト
ン
ネ
ル
５
本

橋
梁
４
架
を
使

て
谷
中
腹
を
貫
い
て
い
く
超
近
代
的
な
道
路
で
あ
る

ま
る
で
山
襞
を
縫
い
閉
じ

て
い
く
か
の
よ
う
な
空
中
回
廊
は

車
両
通
行
の
便
に
限

て
い
え
ば

こ
れ
以

上
の
も
の
は
望
め
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
よ
う
な
完
璧
な
も
の
で
あ
る
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北
山
郷
は
川
上
郷
に
先
駆
け
た
昭
和
39

１
９
６
４

年
に
池
原
ダ
ム
が
建
設

さ
れ

そ
れ
に
と
も
な
う
改
良
工
事
・
付
替
工
事
に
よ

て
全
く
様
変
わ
り
し
て

い
る

河
合
峠
は
２
つ
の
ト
ン
ネ
ル
で
バ
イ
パ
ス
さ
れ

一
方
で
第
二
期
改
修
の

時
に
廃
止
さ
れ
た
小
峠
越
え
が
｜
｜
｜
峠
越
え
で
は
な
く
な

た
が
｜
｜
｜
幹
線
道

に
復
活
し
た

ダ
ム
に
沈
む
こ
と
の
な
か

た
区
間
で
も
曲
線
改
良
に
よ
り
取
り

残
さ
れ
た
旧
国
道
が
散
在
し
て
い
る

今
日
あ
な
た
が
国
道
１
６
９
号
線
を
ド
ラ
イ
ブ
し
た
時

見
る
こ
と
が
で
き
る

世
界
は
以
上
で
あ
る

こ
の
ほ
か
に
残
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
ろ
う
な
ど

微
塵

も
思
わ
な
い
ま
ま

通
り
過
ぎ
て
い
く
に
違
い
な
い

※
１

当
初
こ
の
隧
道
は
ド
ラ
イ
ブ
ウ
炻
イ
の
た
め
だ
け

と
説
明
が
し
づ
ら
い
が

両
坑
口
の
上
北
山
村

・

・

・

・

・

・

・

・

川
上
村
の
側
か
ら
伯
母
峰
隧
道

至
・
上
北
山
村

大
台
嵂
原

を
使
い
分
け
る
作
り
で
あ

た

上

向
か
お
う
と
す
る
な
ら

い

た
ん
伯
母
峰
隧
道

大
台
口
隧
道
を
抜
け
ね
ば
な
ら
な
か

た
の
で
あ

計
で
あ

た
の
も
い
つ
し
か
改
修
さ
れ

南
側
の

口
隧
道
が
国
道
と
ド
ラ
イ
ブ
ウ
炻
イ
の
隧
道
を
兼

ア
ピ
ン
カ

ブ
の
内
側
に
取
り
残
さ
れ
た
格
好
の
伯

今
で
は
通
行
不
能
と
な

て
い
る

東熊野街道Ｏｄｙｓ東熊野街道Ｏｄｙｓ
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に
存
在
し
て
い
た

ち

側
は
つ
な

・

・

・

・

が

て
い
ず

・

・

・

・

・

と
大
台
口
隧
道

至
・

北
山
村
か
ら
大
台
嵂
原
へ

で
川
上
村
に
出
た
う
え
で

る

そ
ん
な
不
親
切
な
設

接
続
道
路
が
で
き

大
台

ね
る
よ
う
に
な

た

ヘ

母
峰
隧
道
は
廃
止
さ
れ
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そ
の
他

三
た
び
土
倉
庄
三
郎
の
事
蹟
に
戻
ろ
う

彼
が
改
修
に
関
わ

た
道
路
は
他
に

も
あ
る

た
と
え
ば
伊
勢
街
道

和
歌
山
と
伊
勢
を
結
ぶ

付
近
で
最
も
重
要
視

さ
れ
た
街
道
だ

こ
の
筋
の
拡
幅
改
修

特
に
五
條
｜
上
市
間
の
宇
野
峠
の
改
修

は
上
流
域
に
住
む
庄
三
郎

ひ
い
て
は
川
上
村
全
体

に
と

て
絶
対
に
必
要
な

も
の
だ

た

い
く
ら
村
内
の
道
を
良
く
し
た
と
し
て
も

そ
こ
か
ら
大
和
へ
つ

な
が
る
た
め
の
伊
勢
街
道
が
使
い
物
に
な
ら
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
か
ら
で
あ

る
構
想
は
明
治
10
年
代
か
ら
あ

た
が

地
元
有
力
者
の
説
得
に
手
間
取

て
い

る
う
ち
に
伯
母
峰
越
の
改
修
が
先
行
し

完
成
を
み
て
い
る

宇
野
峠
の
改
修
は

明
治
20
年
代
の
竣
工
で
あ
る

こ
の
完
成
を
も

て
東
熊
野
街
道
が
真
に
機
能
し

始
め
た
と
い

て
い
い

当
時
の
道
形
は
度
重
な
る
改
修
に
よ

て
す

か
り
失
わ
れ
て
し
ま

て
い

る

し
か
し
今
で
も
峠
に
は
藤
沢
南
岳
が
撰
し
た
顕
彰
碑
が
建

て
い
る

庄

三
郎
が
存
命
中
に
建
て
ら
れ
た
顕
彰
碑
は
こ
の
宇
野
嶺
碑
た
だ
一
つ
で
あ
る
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も
う
一
つ

土
倉
庄
三
郎
は
大
金
を
投
じ
て
道
を
開
い
て
い
る

上
多
古
落
合

橋
か
ら
筏
場
を
通
り

大
台
嵂
原
大
杉
谷
を
経
て
船
津
に
抜
け
る

船
津
街
道

こ
れ
こ
そ
が
真
の
土
倉
道

私
を
心
底
震
え
上
が
ら
せ
た
道
だ

明
治
25
年

大
杉
谷
の
広
大
な
御
料
林
の
う
ち

川
上
郷
に
近
い
一
帯
の
立
木

１
万
２
０
０
０
本
を
買
い
取

た
庄
三
郎
は

そ
の
搬
出
路
と
し
て
道
を
つ
け
る

と
同
時
に

そ
れ
ま
で
交
通
路
の
な
か

た
吉
野
｜
東
牟
婁
間
に
街
道
を
通
す
こ

と
を
考
え
た

立
木
の
代
価

額
に
し
て
一
万
円

と
し
て
道
を
作
り

そ
れ
を
物

納
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る

総
延
長
実
に
12
里

48
km
も
の
長
大
路
線

そ
の
長

さ
が
驚
き
な
の
で
は
な
く

こ
れ
を
土
倉
家
た

た
一
家
の
資
産
で
開
い
た
と
い

う
こ
と
に

私
は
震
え
を
覚
え
る

後
に
庄
三
郎
の
身
内
が
こ
う
述
懐
し
て
い
る

大
杉
谷
御
料
林
払
下
げ
の
と
き
は

た
だ
材
木
を
切
り
出
す
だ
け

で
な
く

大
伯
父
︵nagajis

注：

庄
三
郎
の
こ
と
︶

は
何
し
ろ
開
発
を
主
に
し
た

方
針
で
し
た
か
ら

道
を
つ
け
る
の
が
大
変
で

あ
の
大
杉
谷
か
ら

紀
州
ま
で
の
道
に
は

三
尺
幅
に
二
銭
銅
貨
を
敷
き
並
べ
る
ほ
ど
か

か

た
と

よ
く
申
し
て
お
り
ま
し
た

評
伝

大
杉
谷
と
大
台
ケ
原
山
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こ
の
道
に
つ
い
て
は
ま
た
稿
を
改
め
て
紹
介
し
た
い

す
で
に
実
踏
調
査
を
済

ま
せ
て
い
る

つ
い
で
に
言

て
お
く
と
大
台
辻
か
ら
大
台
教
会
ま
で
の
道
も
土

倉
庄
三
郎
が
開
い
た
も
の
で

今
日
い
わ
ゆ
る

筏
場
道

と
呼
ば
れ
て
い
る
も

の
が
こ
れ
で
あ
る

大
台
辻
以
東
の
船
津
街
道
も

大
杉
谷
国
有
林
の
開
発
の
た

め
の
基
幹
線
と
し
て
活
躍
し
た
時
期
が
長
い

川
上
村
に
は
こ
の
ほ
か
に
も

こ
れ
は
東
熊
野
街
道
で
も
土
倉
関
連
で
も
な
い

道
だ
が

明
治
半
ば
に
開
か
れ
て
廃
道
と
な

た
道
が
一
つ
あ
る

昨
年
12
月
の

鳴
川
山
林
鉄
Ｏ
Ｆ
Ｆ
の
報
告
で
ち
ら

と
触
れ
た

上
谷
か
ら
の
巻
き
道
だ

正

式
名
称
を

上
谷
上
道

と
い
い

明
治
22
年
開
削

昭
和
初
期
ま
で
使
わ
れ

廃
止
さ
れ
た
の
ち
も
伊
勢
湾
台
風
で
破
損
し
た
村
道
の
応
急
代
替
道
と
な
り
上
谷

の
人
々
を
救

た
こ
と
も
あ
る

こ
う
だ
に
誌

大
変
魅
力
的
な
道
な
の
で

い
つ
か

異
聞

と
し
て
紹
介
す
る
つ
も
り
で
い
る
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プ
ロ
ロ
ー
グ
の
エ
ピ
ロ
ー
グ

土
倉
庄
三
郎
や
彼
の
事
蹟
の
こ
と
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
書
き
足
り
な
い

し

か
し
い
い
加
減
な
と
こ
ろ
で
切
り
上
げ
な
け
れ
ば

評
伝

の
丸
写
し
に
し
か
な

ら
な
い

最
後
に
こ
れ
だ
け
は
伝
え
た
い
と
い
う
こ
と
を
ひ
と
つ
書
い
て
終
わ
り

と
す
る

以
降
は
自
分
自
身
が
物
語
を
紡
ぎ
出
さ
な
れ
ば
な
ら
な
い

●
　
　
　
●
　
　
　
●

昭
和
34

１
９
５
９

年
９
月
26
日

紀
伊
半
島
か
ら
東
海

中
部
地
方
に
か

け
て
の
広
範
囲
を

超
大
型
の
台
風
が
襲

た

伊
勢
湾
台
風
で
あ
る

最
低
気
圧
８
９
５
hPa

最
大
瞬
間
風
速
75
m/s

上
陸
直
前
に
急
激
な
速
さ
で
最

盛
と
な

て

そ
の
威
力
を
保

た
ま
ま

和
歌
山
県
潮
岬
の
西
15
km
に
上
陸
し

た

そ
こ
か
ら
車
の
巡
行
速
度
と
ほ
ぼ
同
じ
ス
ビ

ド
で
北
北
西
に
駆
け
抜
け

奈
良

三
重

愛
知

岐
阜

富
山
が
成
す
術
も
な
く
蹂
躙

じ

う
り
ん

さ
れ
た

明
け
て
27

日

い

た
ん
日
本
海
に
抜
け
た
と
見
せ
か
け
て
再
び
弧
を
描
き

青
森
県
を
横

か
ら
弓
な
り
に
貫
い
た
あ
と

21
時
に
北
海
道
の
東
で
温
帯
低
気
圧
に
変
わ

た

頃
に
は

そ
の
軌
跡
に
は
地
獄
絵
図
だ
け
が
残

て
い
た

死
者
・
行
方
不
明
者
合
わ
せ
て
５
０
９
８
人

負
傷
者
４
万
人
近
く

被
害
総

額
は
い
ま
だ
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
ら
し
い

南
北
に
伸
び
る
吉
野
川
と

そ
れ
に
刻
ま
れ
た
深
い
谷
を
抱
え
た
川
上
村
は

ま
る
で
そ
の
溝
を
ガ
イ
ド
に
し
た
か
の
よ
う
に
し
て

伊
勢
湾
台
風
が
通
過
し
た

各
所
で
山
崩
れ
が
発
生
し

倒
壊
し
た
杉
が
吉
野
川
筋
を
塞
き
止
め
て
は
決
壊
を
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繰
り
返
し
て

発
生
し
た
鉄
砲
水
が
川
辺
に
あ

た
在
所
を
呑
み
込
ん
だ

大
滝
の
土
倉
屋
敷
も
こ
の
鉄
砲
水
に
洗
わ
れ
た

没
落
し
て
久
し
い
土
倉
家
の

土
倉
屋
敷
だ

た
が

当
時
は
ま
だ

栄
華
を
偲
ぶ
物
々
が
い
く
ば
く
か
残
さ
れ

て
い
た
と
い
う

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
床
上
九
尺
の
出
水
に
押
し
流
さ
れ

あ
る
も

の
は
吉
野
川
の
川
砂
利
の
一
つ
と
な
り

あ
る
も
の
は
紀
州
沖
の
藻
屑
と
な

て

永
遠
に
失
わ
れ
て
し
ま

た

最
後
の
住
人
で
あ

た
五
男
夫
婦
は
身
一
つ
で
逃

げ
出
す
の
が
精
一
杯
だ

た

屋
敷
の
建
物
と

二
階
の
物
置
き
に
入
れ
て
あ

た
一
つ
の
行
李
だ
け
が
奇
跡

的
に
残

た

行
李
の
中
に
は
古
い
山
証
文

反
故
紙

古
文
書
の
類
い
が
入

て
い
た

そ
れ
が
い
ま

土
倉
家
文
書
と
し
て
天
理
大
学
に
蔵
さ
れ
て
い
る
文
書
群
で
あ

る

評
伝

の
著
者
・
土
倉
祥
は
五
男
夫
婦
か
ら
そ
の
古
文
書
を
引
き
取
り

解

読
し
て

断
片
と
な

た
そ
の
資
料
群
か
ら
庄
三
郎
の
真
影
に
迫
ろ
う
と
し
た

板
垣
退
助
の
書
簡
の
よ
う
に
日
本
史
を
書
き
換
え
得
る
発
見
も
あ

た

水
陸
開

路
事
業

こ
と
に
第
一
期
熊
野
街
道
の
こ
と
な
ど
は

こ
の
資
料
が
な
け
れ
ば
永

久
に
闇
に
埋
も
れ
た
ま
ま
だ

た
ろ
う

残
さ
れ
た
奇
跡
と
著
者
の
労
に
心
か
ら

感
謝
を
し
た
い

・
・
・
し
か
し

最
も
私
の
胸
に
響
い
た
の
は

一
つ
の
巻
紙
で
あ

た

庄

三
郎
の
筆
の
す
さ
び
と
思
わ
れ
る
巻
紙
で
あ
る

評
伝

に
よ
れ
ば

何
度
も

何
度
も
書
き
直
し
て

次
の
一
首
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
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国
の
た
め
人
の
た
め
と
は
思
へ
ど
も

な
す
事
々
に
誤
り
し
か
な
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こ
の
句
を
読
む
た
び

私
は
強
烈
な
痛
み
を
覚
え
る

涙
を
浮
か
べ
な
か

た

こ
と
は
な
い

あ
れ
だ
け
の
財
を
持
ち

人
の
た
め
村
の
た
め
に
擲

て

気
宇

壮
大
な
一
生
を
送

た
人
の
心
中
に

こ
の
よ
う
な
思
い
が
あ

た
と
は

そ
う

し
て
そ
れ
が

そ
れ
だ
け
が

伊
勢
湾
台
風
の
凶
禍
を
く
ぐ
り
抜
け
て
残

た
と

は
・
・
・

三
井
家
に
比
肩
す
る
と
言
わ
れ
た
土
倉
家
の
資
産

長
男
の
鶴
松
に
託
し
た
頃

か
ら
徐
々
に
傾
き
始
め

そ
の
鶴
松
も
最
後
に
は

老
人
と
子
供
を
置
い
て
い
き

ま
す

と
言
い
残
し
て
去

て
い

た

後
に
は
そ
こ
ら
の
富
農
程
度
の
資
産
し

か
残

て
い
な
か

た
と
い
う

も
ち
ろ
ん
そ
の
没
落
の
一
因
は
庄
三
郎
自
身
に

も
あ
る

今
日
の
金
額
に
し
て
数
百
万

数
千
万

時
に
は
数
億
と
い
う
金
を
ホ

イ
ホ
イ
ト
と
・
・
・
社
会
事
業
に
費
や
し
た
功
罪
が

鶴
松
が
去
り

土
倉
家
斜
陽
が
決
定
的
と
な

た
数
年
後

庄
三
郎
は
病
に
倒

れ
て
帰
ら
ぬ
人
と
な
る

大
正
６
年
の
夏
の
暑
い
盛
り

享
年
78
才
で
あ

た

エ
ピ
ロ

グ
・
了
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予
　
告
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国
の
た
め

人
の
た
め
と
は
思
へ
ど
も
・
・
・
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な
す
事
々
に

誤
り
し
か
な
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巨
費
を
投
じ
て
開
い
た
２
つ
の
明
治
道

東
熊
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街
道
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そ
れ
は
本
当
に

誤
り
だ

た
の
か
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忘
れ
ら
れ
た
道
の

現
在

い

ま

は

東熊東熊
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彼
の
軌
跡
を
求
め

道
を
求
め
て
彷
徨
う

東熊野東熊野
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果
て
し
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この記事の感想をお聞かせください。

公式サイトアンケート のほか、下記フォームからお送りいただく

こともできます。企画への感想、誤字脱字の指摘にもどうぞ。

1.この記事はいかがでしたか？

←つまらない・役に立たない　　ふつう　　おもしろい・役に立つ→

1 2 3 4 5

2.コメントをどうぞ！　

（空欄でも結構です。内容は「日本の廃道」公式サイトや本誌で公開する場

合があります。公開を希望されない場合は「公開不可」にチェックを。）

http://www.the-orj.org/enquete/0001/enquete.php?kiji=7
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